
�������������������

座談会風景 編集部

目 次

座談会 「食料危機」－その実像をめぐって－

司 会 谷口 信和

報 告 服部 信司

出席者 佐伯 尚美 神山 安雄

小林 信一 矢坂 雅充 ………………………………（４）

シリーズ“どこへ行く 日本の食と農④”
加工食品市場にみるPB商品 ………………………………木島 実（３９）

〔時評〕かながわ農業サポーター事業 ―三段とびの新規農業参入政策― …（た）（２）

☆表紙写真 「晩秋の朝」九州・福岡 絹川秀久
「農村と都市をむすぶ」２００８年１２月号（第５８巻１２号）通巻６８６

１



二
○
○
八
年
三
月
末
現
在
の
神
奈
川
県
に
お
け

る
市
民
農
園
数
は
六
五
三
に
及
び
、
合
計
面
積
は

一
一
三
・
五
ｈ
ａ
、
総
区
画
数
二
万
三
五
五
四
で

一
区
画
の
平
均
面
積
は
四
八
・
二
㎡
と
か
な
り
大

き
い
。ち
な
み
に
、千
葉
県
の
一
七
九
農
園
、六
四
・
二
ｈ
ａ
、総
区

画
数
一
万
四
五
九
三
、
一
区
画
平
均
面
積
四
二
・
九
㎡
と
い
う
数

字
と
比
較
す
れ
ば
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
市
民
農
園
が
盛
ん
な
こ

と
が
分
か
る
。実
際
、二
○
○
五
年
三
月
末
以
降
で
も
毎
年
六
一
、

三
九
、
二
九
の
農
園
が
新
規
に
開
設
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
市
民
農
園
に
お
け
る
農
業
従
事
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、

三
○
〜
五
○
㎡
程
度
の
耕
作
で
は
満
足
で
き
な
い
市
民
が
出
て
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
も
っ
と
本
格
的
に
農
業
を
し

て
み
た
い
と
い
う
市
民
の
声
に
応
え
、
他
方
で
は
増
加
す
る
一
方

の
耕
作
放
棄
地
対
策
を
兼
ね
て
、
神
奈
川
県
で
は
二
○
○
二
年
度

に
「
中
高
年
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
事
業
」
を
開
始
し
た
。

事
業
の
内
容
は
次
の
通
り
だ
。
①
県
が
耕
作
放
棄
地
を
特
定
農

地
貸
付
法
に
基
づ
い
て
農
家
か
ら
借
り
入
れ
、
復
旧
し
、
農
園
を

整
備
す
る
。
②
企
業
を
退
職
し
た
中
高
年
層
を
中
心
と
し
た
利
用

者
は
一
年
目
に
一
○
○
㎡
の
体
験
研
修
農
園
で
年
一
○
回
の
研
修

を
受
講
す
る
。
③
二
年
目
以
降
は
市
民
農
園
の
枠
組
み
内
で
（
一

○
○
○
㎡
未
満
）、三
○
○
〜
五
○
○
㎡
の
農
地
を
一
年
契
約
で
県

か
ら
借
り
入
れ
、
耕
作
す
る
。
④
地
代
は
一
㎡
あ
た
り
七
〜
二
一

円
程
度
（
一
○
ａ
当
た
り
で
は
七
〇
〇
〇
〜
二
万
一
〇
〇
〇
円
と

な
る
）。⑤
余
剰
農
産
物
に
限
っ
て
販
売
が
認
め
ら
れ
る
（
二
○
○

六
年
に
農
村
振
興
局
長
通
知
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
）。

こ
の
枠
組
み
の
下
で
二
○
○
八
年
度
ま
で
に
五
九
七
人
の
体
験

研
修
生
と
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
が
育
ち
、
一
四
市
町
で
開
設
さ
れ

た
農
園
に
よ
り
、計
二
一
・
四
ｈ
ａ
の
耕
作
放
棄
地
が
復
旧
し
た
。

年
に
よ
り
研
修
生
の
数
が
異
な
り
、
開
設
す
る
農
園
面
積
が
異

な
る
か
ら
県
の
事
業
費
は
一
定
で
は
な
い
が
、
七
年
の
平
均
を
と

る
と
、
ほ
ぼ
毎
年
二
○
○
○
万
円
前
後
で
三
ｈ
ａ
の
耕
作
放
棄
地

復
旧
＋
八
五
人
の
耕
作
者
創
出
に
貢
献
し
た
勘
定
と
な
る
。
換
言

す
れ
ば
、
一
○
ａ
あ
た
り
六
七
万
円
の
事
業
費
で
耕
作
放
棄
地
復

旧
と
二
・
八
人
の
耕
作
者
創
出
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
効
率
的

な
事
業
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
事
業
は
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
○
○
七
年

度
か
ら
は
「
か
な
が
わ
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
へ
と
ジ
ャ
ン
プ

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
民
農
園
の
枠
組
み
に
飽
き
足
ら
な
い
ホ

ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
の
要
求
に
応
え
る
た
め
に
で
あ
る
。
申
請
要
件

と
認
定
基
準
は
格
段
に
高
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
団
塊

の
世
代
か
ら
の
参
入
を
推
奨
す
る
た
め
年
齢
の
上
限
を
設
け
て
い

な
い
。
②
農
業
ま
た
は
農
業
関
連
事
業
に
二
年
以
上
従
事
す
る
と

い
っ
た
経
験
（
農
業
研
究
・
指
導
・
教
育
を
含
む
）
あ
る
い
は
中

か
な
が
わ
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

―
三
段
と
び
の
新
規
農
業
参
入
政
策
―
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高
年
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
二
年
以
上
の
耕
作
経
験
が
あ
る

（
市
町
の
農
業
研
修
・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を
含
む
）。③
認

定
基
準
は
就
農
後
三
カ
年
（
五
カ
年
未
満
）
で
農
産
物
販
売
額
年

五
○
万
円
以
上
、
年
間
就
業
一
五
○
日
以
上
、
経
営
耕
地
面
積
一

○
〜
三
○
ａ
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
神
奈
川
県
都
市
農
業
推
進
条
例
に
基
づ
い
た
県
民
の
農

業
参
入
を
通
じ
た
多
様
な
担
い
手
を
育
成
す
る
制
度
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
団
塊
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
小
規
模

な
販
売
農
家
育
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
産

物
販
売
額
に
下
限
目
標
は
あ
っ
て
も
上
限
は
与
え
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
耕
作
面
積
も
三
○
ａ
未
満
で
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
上
限
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

農
地
の
賃
貸
借
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用

権
設
定
で
あ
り
、
地
権
者
（
農
家
）
・
県
農
業
公
社
（
農
地
保
有

合
理
化
法
人
）
・
県
・
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
四
者
間
協
定
の
締
結

を
条
件
と
し
て
い
る
。
農
地
は
原
則
と
し
て
耕
作
放
棄
地
で
あ

り
、
県
が
耕
作
で
き
る
状
態
に
復
旧
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
契
約
期
間
は
三
〜
五
年
が
目
安
で
あ
り
、
全
面
積
の

耕
作
や
農
業
へ
の
常
時
従
事
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
草
刈

り
な
ど
地
域
共
同
活
動
へ
の
参
加
と
い
っ
た
地
域
の
農
家
と
の
協

調
が
要
求
さ
れ
る
ほ
か
、
営
農
状
況
の
定
期
的
な
報
告
の
義
務
が

あ
り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
是
正
・
賃
貸
借
契
約
解
除
と
い
っ
た

制
裁
措
置
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

事
業
は
前
年
九
月
末
〜
一
○
月
上
旬
の
事
業
制
度
説
明
会
に
始

ま
り
、
一
二
月
下
旬
ま
で
の
営
農
計
画
認
定
申
請
書
提
出→

営
農

計
画
認
定
委
員
会
に
よ
る
認
定
を
経
て
、
六
月
上
旬
以
降
の
耕
作

開
始
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
二
八
市
町
の
う
ち
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
基
本
構
想
を
策
定
し
た
一
四
市
町
で
参
入
受
入
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
七
年
度
に
は
五
○
代
か
ら
七
三
歳
ま
で
の
一
八
人
（
平

均
年
齢
六
五
歳
）
が
七
市
町
に
お
い
て
二
・
二
八
ｈ
ａ
の
利
用
権

設
定
を
行
っ
た
。
一
人
あ
た
り
平
均
一
三
ａ
だ
。
ま
た
二
○
○
八

年
度
は
九
月
末
ま
で
に
認
定
者
一
三
人
（
平
均
五
六
歳
）
の
う
ち

八
人
が
一
・
七
五
ｈ
ａ
を
借
り
入
れ
た
。
平
均
二
二
ａ
で
あ
る
。

一
三
人
の
う
ち
六
人
は
ホ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
で
あ
り
、
六
人
は
秦

野
市
の
「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
研
修
生
、
一
人
は
県
立
農
業
大

学
校
卒
業
生
と
な
っ
て
い
る
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
神
奈
川
県
に
お
け
る
農
業
へ
の
新
規
参
入
は

都
市
農
業
推
進
条
例
に
基
づ
く
県
民
の
参
入
と
し
て
構
想
さ
れ
、

実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
市
民
農
園→

ホ
ー
ム
フ
ァ
ー

マ
ー→

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
三
段
跳
び
の
政
策
と
し
て
周
到

に
準
備
さ
れ
、
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
の
支

援
な
し
の
県
単
独
事
業
と
し
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
現
在
の

日
本
農
政
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
今
、
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
こ
う
し
た
政
策
構
想
力
で
あ
り
、
政
策
の
持
続
性
・

一
貫
性
で
あ
ろ
う
。
神
奈
川
県
農
政
に
学
び
た
い
。

（
た
）
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司
会
（
谷
口
）

そ
れ
で
は
、
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
承

知
の
と
お
り
食
料
危
機
と
い
わ
れ
る
状
況
が
、
こ
と
し
の
四
月
以

降
、
国
際
的
な
機
関
で
の
共
通
認
識
ま
で
高
め
ら
れ
て
き
て
、
六

月
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
サ
ミ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
七
月
の
Ｇ
７
の
サ
ミ
ッ
ト

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
を
一
体
ど
う
み
る
か
が

非
常
に
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
食
料
危
機
は
な
い
の
だ
と
い
う
意
見
も
一
方

で
は
あ
り
ま
し

て
、
腰
の
据
わ
っ

た
議
論
が
で
き
て

い
る
か
と
い
う
と

そ
う
で
も
な
い
状

況
な
の
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
、
食
料
危
機

の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
今
一
体
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
、
統
計
な

ど
も
踏
ま
え
て
正
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
の

問
題
提
起
を
服
部
先
生
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
観
点

か
ら
、
こ
の
危
機
を
ど
の
よ
う
に
み
た
ら
よ
い
の
か
検
討
会
を
設

け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

服
部
先
生
か
ら
五
〇
分
ぐ
ら
い
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
報

告
を
も
と
に
し
て
皆
さ
ん
方
か
ら
率
直
な
質
問
と
同
時
に
意
見
も

出
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
議
論
し
て
、
こ
の
食
料
危
機
の
理
解
に

供
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
服
部
先
生
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

服
部

テ
ー
マ
は
「
〇
六
年
―
〇
八
年：

需
給
逼
迫
の
背
景
」

で
あ
り
ま
す
。

穀
物
価
格
が
〇
五
年
の
二
〜
三
倍
に

ま
ず
穀
物
価
格
の
現
状
を
確
認
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇

「「
食食
料料
危危
機機
」」
そそ
のの
実実
像像
をを
めめ
ぐぐ
っっ
てて

司会の谷口氏
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五
年
か
ら
現
在
（
十
月
）
ま
で
み
て
い
き
ま
す
。
二
〇
〇
五
年

と
い
う
と
価
格
の
上
昇
が
始
ま
る
前
の
年
で
す
。
価
格
の
上
昇
が

二
〇
〇
六
年
の
秋
、
一
〇
月
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

表
１
は
シ
カ
ゴ
の
期
近
価
格
で
す
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
七

年
、
そ
れ
か
ら
、
こ
と
し
の
三
月
、
六
月
、
そ
し
て
八
月
、
十
月
。

な
ぜ
六
月
を
と
っ
た
か
と
い
う
と
、
五
月
↓
六
月
と
ア
メ
リ
カ

で
長
雨
が
続
い
て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
が
洪
水
に
な
り
、
供
給
が
減
る

と
い
う
危
惧
か
ら

価
格
が
さ
ら
に
高

騰
し
た
特
殊
な
月

で
す
。

と
こ
ろ
が
洪
水

の
被
害
等
々
が
意

外
と
少
な
い
、
長

雨
の
被
害
も
少
な

か
っ
た
。
逆
に
七－

八
月
と
生
産
が
順
調
に
進
ん
だ
と
い
う
の
で

八
月
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

一
〇
月
は
八
日
の
シ
カ
ゴ
の
期
近
価
格
で
す
。
金
融
危
機
で
株

価
が
暴
落
。
す
る
と
当
然
穀
物
価
格
も
激
し
く
下
が
っ
て
、
金
融

危
機
と
い
う
今
ま
で
全
く
な
か
っ
た
新
し
い
要
因
が
入
っ
て
き
て

現
在
の
価
格
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
示
し
て
お
き
ま
し
た
。

ま
ず
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心
に
み
て
い
き
ま
す
と
、
二
〇
〇
五

年
が
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
（
二
五
・
四
ｋ
ｇ
）
二
・
一
ド
ル
で
す
。
九

〇
年
代
後
半
か
ら
一
〇
年
ぐ
ら
い
は
二
ド
ル
前
後
で
動
い
て
き
た

の
で
す
。
二
〇
〇
七
年
が
三
・
七
ド
ル
。
そ
し
て
こ
と
し
の
三
月

が
五
・
五
ド
ル
と
、
三
月
時
点
で
二
〇
〇
五
年
の
二
・
六
倍
に
は

ね
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、

供
給
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
六
月
は
七
ド
ル
に

暴
騰
し
た
。八
月
の
段
階
は
、供
給
減
の
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
、

作
柄
も
順
調
で
三
月
時
点
の
価
格
水
準
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
一
〇

座談会出席者
（２００８年１０月１０日）

司 会 谷口 信和（東京大学教授）
報 告 服部 信司（東洋大学教授）

出席者 佐伯 尚美
（日本農研客員研究員）

神山 安雄
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表１　シカゴ期近価格（ドル／ブッシエル）

１０月８月６月０８，３月０７０５

４.２（２　）
６.１（１.９）
９.６（１.６）

　５.９
　８.７
１３.２

　７.０（３.３）
　８.５（２.７）
１５.０（３.５）

　５.５（２.６）
１１.０（３.４）
１３.５（２.２）

３.７
６.４
８.６

２.１（１）
３.２（１）
６.１（１）

コーン
小麦
大豆

注１）ブッシエル：小麦・大豆２７.２kg、コーン２５.４kg　注２）１０月は１０月8日の期近価格
資料：CBOT（シカゴ取引所）、日本経済新聞

月
に
な
っ
て
、
金
融
危
機
か
ら
、

あ
る
い
は
世
界
同
時
株
安
か
ら
四

・
二
ド
ル
に
下
が
っ
て
い
る
。
四

・
二
ド
ル
に
下
が
っ
て
も
二
〇
〇

五
年
の
二
倍
な
の
で
す
。

一
〇
月
八
日
の
小
麦
の
六
・
一

ド
ル
と
い
う
の
も
上
昇
す
る
前
の

約
二
倍
、
大
豆
九
・
六
ド
ル
は
二

〇
〇
五
年
の
一
・
六
倍
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
金
融
危
機
に
よ
っ

て
価
格
が
ど
う
な
る
の
か
、
こ
れ

は
一
応
除
外
し
ま
し
て
、
二
〇
〇

六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
至
る
価

格
の
高
騰
が
ど
う
い
う
要
因
で
発

生
し
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に

し
て
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
激
増
し

た
な
か
で
価
格
上
昇
が
続
く

二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

の
三
月
に
か
け
て
価
格
が
二
倍
か

ら
三
倍
に
上
昇
し
た
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
一
番
の
特
徴
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
激
増
す
る
か

な
で
価
格
上
昇
が
続
い
た
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
は
昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）
三
億
三
、
二
〇
〇
万
ト
ン
と
い

う
史
上
空
前
の
生
産
量
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
価
格
が
上

昇
し
て
い
ま
す
か
ら
そ
の
価
格
の
上
昇
に
対
応
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
作
付
面
積
が
増
え
る
。
そ
の
反
面
、
大
豆
の
作
付
面
積
は
減

っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
が
ふ
え
て
、
前
の
年
（
二
〇

〇
六
年
）
に
比
べ
る
と
生
産
量
が
二
四
％
も
一
挙
に
ふ
え
た
の
で

す
。
生
産
が
激
増
し
た
。
普
通
、
生
産
が
激
増
す
れ
ば
価
格
は
下

が
る
、
前
年
よ
り
も
生
産
量
が
一
〇
％
以
上
増
加
す
れ
ば
在
庫
増

と
な
り
価
格
は
下
落
す
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

四
年
に
か
け
て
生
産
量
が
一
七
％
ふ
え
て
い
ま
す
。
価
格
は
二
・

四
二
ド
ル
か
ら
二
・
〇
六
ド
ル
へ
と
下
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
今
回
は
生
産
量
が
四
分
の
一
近

く
増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

四
月
へ
と
価
格
が
五
〇
％
も
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
に
今
回
の
価

格
高
騰
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

価
格
高
騰
の
背
景：

四
点

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
穀
物
価
格
高
騰
の
背
景
と
し
て
ど
ん
な
こ

と
が
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
の
か
。
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
大
量
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
エ
タ
ノ
ー
ル
に
使
わ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
新
興
国
、
特
に
中
国
・
イ
ン
ド
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
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表２　アメリカ：コーンのエタノール使用の急拡大
年増加量エタノール使用量年度

（１０月→９月） （万トン）（指数）（万トン）
／
１０２０
１２４０
２２４０
２７８０

１００
１３３
１７２
２４４
３３０

３１２０
４１４０
５３８０
７６２０

１億４００

０４／０５
０５／０６
０６／０７
０７／０８
０８／０９

注１）１ガロン＝約３．８リットル
資料：USDA（アメリカ農務省），World　Agricultural　Supply　and　Demand　Estimates， Sept．
　　　１０，２００８　ほか

表３　中国のコーン消費：４年間で１９００万トン増 （万トン）

変化０８／０９０４／０５年度
＋１９７０
＋１９００
－７１０

１億５０００
１億５０００
　　　５０

１億３０３０
１億３１００
　　　７６０

生産
消費
輸出

資料：表２と同じ

こ
に
お
い
て
穀
物
の
需
要
増
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
食
肉
等
の

畜
産
物
消
費
が
ふ
え
て
飼
料
穀
物
消
費
が
増
大
し
て
い
る
。
三
点

目
は
、
豪
州
に
お
い
て
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七
年
の
二
年
続
け

て
干
ば
つ
が
発
生
し
て
、
そ
の
不
作
に
よ
っ
て
小
麦
の
価
格
を
中

心
と
し
て
価
格
の
高
騰
に
結
び
つ
い
た
。
四
点
目
は
、
い
わ
ゆ
る

フ
ァ
ン
ド
の
投
機
マ
ネ
ー
が
原
油
市
場
か
ら
穀
物
市
場
に
流
入
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
価
格
の
高
騰
が
さ
ら
に
促
さ
れ
た
。
経
済
産

業
省
に
よ
る
と
、
こ
う
い
う
価
格
の
上
昇
分
、
二
倍
か
ら
三
倍
に

上
昇
し
た
上
昇
の
う
ち
の
二
〇
％
か
ら
四
〇
％
ぐ
ら
い
は
フ
ァ
ン

、

、

ド
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
に
よ
る
か
さ
上
げ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
一
と
二
は
需
要
要
因
で
、
三
は
供
給
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
四
の
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
に
つ
い
て
で
す

が
、
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
と
い
う
の
は
価
格
が
今
後
上
昇
す
る
と

い
う
見
通
し
が
あ
っ
て
入
っ
て
く
る
わ
け
だ
か
ら
、
根
拠
な
し
に

は
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
は
あ
り
得
な
い
。
今
後
価
格
が
上
昇
す
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
実
態
的
な
理
由
が
問
題
に
な
る
か
ら
、
結

局
、
一
と
二
と
三
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
拡
大
が
主
因

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル

使
用
の
急
拡
大
に
つ
い
て
で
す
（
表
２
）。各
年
度
に
お
い
て
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
量
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
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示
し
ま
し
た
。
一
番
右
側
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使

用
量
が
一
年
間
で
何
万
ト
ン
増
え
た
の
か
も
示
し
て
お
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
〇
四
／
〇
五
年
度
は
三
、
一
二
〇
万

ト
ン
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
次
の
年
に
一
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
増
え

て
四
、
一
四
〇
万
ト
ン
。
次
の
年
は
一
、
二
〇
〇
万
ト
ン
増
え
て

五
、
三
八
〇
万
ト
ン
。
昨
年
度
は
二
、
二
〇
〇
万
ト
ン
増
え
て
七
、

六
二
〇
万
ト
ン
。
今
年
度
は
二
、
七
八
〇
万
ト
ン
増
え
て
一
億
ト

ン
を
超
え
る
と
い
う
ぐ
あ
い
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使

用
が
急
拡
大
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル

使
用
急
拡
大
の
意
味
を
は
っ
き
り
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
昨
年
度
、
〇
七
年
一
〇
月
か
ら
こ
と
し
の
九
月
で
す
け
れ

ど
も
、
七
、
六
二
〇
万
ト
ン
が
エ
タ
ノ
ー
ル
に
使
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
世
界
生
産
の
一
〇
％
に
相
当
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
〇
五

／
〇
六
年
度
は
四
、
一
四
〇
万
ト
ン
が
エ
タ
ノ
ー
ル
に
使
わ
れ
た

わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
〇
七
／
〇
八
年
度
の
七
、
六
二
〇
万
ト
ン
と

い
う
の
は
、
そ
れ
よ
り
も
三
、
五
〇
〇
万
ト
ン
増
え
て
い
る
わ
け

で
す
。
二
年
間
で
三
、
五
〇
〇
万
ト
ン
増
え
て
い
る
。
日
本
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
一
、

六
〇
〇
万
ト
ン
で
す
。
飼
料
用
が
一
、
二
〇
〇
万
ト
ン
、
そ
の
他

が
四
〇
〇
万
ト
ン
。
日
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
は
も
ち
ろ
ん

世
界
最
大
で
す
。
三
、
五
〇
〇
万
ト
ン
と
い
う
の
は
こ
の
二
倍
以

上
な
の
で
す
。

い
い
か
え
れ
ば
、
〇
六
年
度
、
〇
七
年
度
と
二
年
間
続
け
て
、

日
本
と
い
う
市
場
が
世
界
穀
物
市
場
に
お
い
て
毎
年
一
個
ず
つ
増

え
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。
い
わ
ば
、
巨
大
な
追
加
需
要

が
毎
年
発
生
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
エ
タ
ノ
ー
ル
に
一
億
ト
ン
強
使
わ
れ
る
と
い
う
予
測

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
億
四
〇
〇
万
ト
ン

と
い
う
の
は
、
今
年
度
の
世
界
生
産
―
消
費
の
一
三
％
に
相
当
し

ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
度
か
ら
二
、
八
〇
〇
万
ト
ン
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
二
、
八
〇
〇
万
ト
ン
と
い
う
の
は
、
日
本
の
輸
入
量

一
、
六
〇
〇
万
ト
ン
の
一
・
八
倍
な
の
で
す
。
日
本
と
い
う
国
が

世
界
穀
物
市
場
に
お
い
て
一
挙
に
一
・
八
、
約
二
つ
増
え
る
こ
と

を
意
味
す
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
は
エ

タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
を
前
提
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常

に
確
実
な
消
費
だ
と
い
う
性
格
も
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
巨
大
な
追
加
需
要
が
こ
の
三
年
間
発
生
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
結
論
か
ら
い
え

ば
、
こ
れ
が
穀
物
価
格
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
上
昇
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
最
大
の
理
由
に
な
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

新
興
国
の
穀
物
消
費
増
の
位
置

次
に
、
高
騰
の
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
新
興
国
の
消
費

増
を
み
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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表４　インドは、コメの純輸出国を持続
コメ期末在庫量小麦純輸出量コメ純輸出量

１０５０
１１４０
１３００

６５０
１９５
　５

５５０
２５０
２００

２００６
２００７
２００８

資料：表２と同じ

表５　小麦：主要国の生産量（１００万トン）（年度：７月→翌６月）
０８／０９０７／０８０６／０７０５／０６年度
６５６
６５
１４０
２４

６０４
５６
１１９
１３

５９２
４９
１２５
１１

６２１
５７
１３２
２５

世界
米国
ＥＵ
豪州

資料：USDA，Grain：World　Markets　＆　Trade，June　２００８　ほか

中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
を
み
て
み
ま
す
。

表
３
の
よ
う
に
、
〇
四
／
〇
五
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
の

四
年
間
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
が
一
億
三
、
〇
三
〇
万
ト
ン

か
ら
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
へ
、
約
二
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
増
え

て
い
る
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
間
、
消
費
が
一
億
三
、
一

〇
〇
万
ト
ン
か
ら
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
へ
と
一
、
九
〇
〇
万

ト
ン
増
え
て
い
る
。
輸
出
が
七
六
〇
万
ト
ン
か
ら
五
〇
万
ト
ン
へ

と
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
中
国
の
姿
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
消
費
増
一
、
九
〇
〇
万
ト
ン
は
、
基
本
的
に
生

産
増
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

中
国
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、
１０
年
以
上
前
か
ら
、
経
済
成
長

に
基
づ
い
た
都
市
部
を
中
心
と
す
る
所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
り
畜

産
物
の
消
費
が
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
飼
料
穀
物
消
費
の
拡
大

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
る
食
生

活
の
変
化
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
穀
物
需
給
の
変
化
は
、
こ
こ
数

年
で
一
挙
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
１０
年
以
上
前
か
ら
漸
進

的
に
進
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
か
ら
言
っ
て
も
、
新
興

国
・
中
国
に
お
け
る
ト
ウ
モ
コ
ロ
コ
シ
の
消
費
増
は
、
現
在
の
穀

物
価
格
高
騰
に
お
い
て
は
、
副
次
的
な
要
因
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

新
興
国
の
経
済
成
長
は
、
原
油
消
費
量
の
増
→
原
油
価
格
の
上

昇
を
も
た
ら
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
、
エ
タ
ノ
－
ル
生

産
の
拡
大
を
促
す
要
因
に
な
る
こ
と
を
通
し
て
、
間
接
的
に
穀
物
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価
格
の
上
昇
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使

用
は
、
〇
四
／
〇
五
年
度
か
ら
四
年
間
で
七
、
二
〇
〇
万
ト
ン
増

え
て
い
ま
す
。そ
の
間
、中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
消
費
増
が
一
、

九
〇
〇
万
ト
ン
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
量
の

増
大
は
中
国
の
消
費
増
の
四
倍
で
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
価
格
高
騰
の
主
因
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
の
急
拡
大
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

次
に
、
イ
ン
ド
で
す
。

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
宗
教
上
の
理
由
か
ら
、
牛
肉
・
豚
肉
の

消
費
が
少
な
く
、
食
肉
の
中
心
は
、
飼
料
効
率
の
最
も
い
い
鶏
肉

で
す
。
そ
の
た
め
、
食
肉
生
産
の
た
め
に
大
量
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
飼
料
穀
物
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
メ
と
小
麦
が
、
１０
億
を
超
す
人
々
の
主
食
、
日
々
の
食
料
と

し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

表
４
は
、
イ
ン
ド
の
コ
メ
の
純
輸
出
量
、
小
麦
の
純
輸
入
量
、

コ
メ
期
末
在
庫
量
で
す
。
表
４
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
依
然
と
し

て
コ
メ
の
純
輸
出
国
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ

メ
は
一
億
ト
ン
弱
生
産
し
て
一
億
ト
ン
弱
消
費
し
て
い
る
国
な
の

で
す
け
れ
ど
も
、
期
末
在
庫
量
も
毎
年
一
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
以
上

存
在
し
て
い
て
、
こ
と
し
は
一
、
三
〇
〇
万
ト
ン
へ
と
さ
ら
に
増

え
て
い
る
の
で
す
。
イ
ン
ド
は
一
月
に
コ
メ
の
輸
出
規
制
を
行
っ

た
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
国
内
の
コ
メ
が
不
足
に
陥
っ
た
か
ら
輸
出

規
制
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
国
際
穀
物
価
格
の
上
昇
を
前
に

し
て
、
ほ
か
の
国
が
輸
出
規
制
を
始
め
る
中
で
予
防
措
置
と
し
て

輸
出
規
制
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ

は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

も
う
一
つ
、
小
麦
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
イ
ン
ド
は
小
麦
の

純
輸
入
国
で
す
。
た
だ
、
純
輸
入
量
は
、
二
〇
〇
六
年
の
六
五
〇

万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
一
九
五
万
ト
ン
、
こ
と
し
は
五
万
ト

ン
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
小
麦
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
自
給
を
達
成
し

得
る
状
態
に
接
近
し
て
き
た
。
小
麦
の
生
産
力
も
向
上
し
て
い
る

姿
が
み
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
の
場
合
、
コ

メ
に
つ
い
て
自
国
の
国
内
生
産
で
賄
う
体
制
を
基
本
的
に
と
っ
て

い
る
、
小
麦
も
そ
の
状
態
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
こ
と
が
こ
の
統

計
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

豪
州
の
二
年
続
き
の
干
ば
つ

次
に
、
豪
州
の
二
年
続
き
の
干
ば
つ
と
小
麦
の
問
題
に
入
り
ま

す
。表

５
は
小
麦
の
主
要
三
ヵ
国
の
生
産
量
、
四
年
間
の
数
字
で

す
。
豪
州
の
〇
六
年
は
一
、
一
〇
〇
万
ト
ン
。
こ
れ
は
、
前
の
年

二
、
五
〇
〇
万
ト
ン
の
四
割
。
昨
年
も
一
、
三
〇
〇
万
ト
ン
で
〇

五
年
の
半
分
。
平
時
の
生
産
に
比
べ
る
と
半
減
し
た
状
態
が
、
干

ば
つ
で
二
年
間
続
い
た
と
い
う
異
常
な
事
態
に
な
っ
た
の
で
す
。
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表６　大豆生産量（１００万トン）
０８－０９０７－０８０６／０７
２４１
　８５
　６４

２２０
　７０
　６１

２３６
　８７
　５９

世　　界
アメリカ
ブラジル

資料：表２と同じ

表７　アメリカの作付面積（０６年、０７年）
変化２００７年２００６年（１００万ｈａ）
＋６.１
－４.８
＋１.２
－１.３

３７.４
２５.４
２４.２
　８.５

３１.３
３０.２
２２.３
　９.８

コーン
大豆
小麦

綿花・ソルガム・コメなど
＋０.７９３.８９３.２合計

資料：USDA，Agrieultural　Statistical　Indieators，June　２００８

こ
こ
で
も
う
一
つ
み
て
お
き
た
い
の
は
、
〇
六
年
は
ア
メ
リ
カ

も
生
産
が
減
っ
て
い
る
の
で
す
。
前
の
年
に
比
べ
て
生
産
が
八
〇

〇
万
ト
ン
、
一
〇
％
強
も
落
ち
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
〇
七
年
（
昨
年
）
は
Ｅ
Ｕ
が
一
億
一
、
九
〇
〇
万

ト
ン
で
〇
六
年
に
比
べ
て
生
産
が
約
一
〇
％
一
三
〇
〇
万
ト
ン
落

ち
て
い
ま
す
。

豪
州
の
二
年
続
き
の
干
ば
つ
、
不
作
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
と

Ｅ
Ｕ
が
不
作
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
小
麦
の
生
産
が
世
界
的
に
減
少

し
て
小
麦
の
価
格
の
高
騰
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

穀
物
の
生
産
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
か
ら
、
４－

５
年
に

１
回
く
ら
い
は
、
干
魃
に
よ
る
不
作
が
発
生
し
ま
す
。
大
規
模
な

干
魃→

不
作
が
穀
物
生
産
・
輸
出
の
中
心
国
に
お
い
て
発
生
す
れ

ば
、
世
界
の
穀
物
需
給
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
価
格
の
上
昇
に
結
び

つ
く
。
干
魃→

不
作
が
、
２
年
連
続
し
て
穀
物
生
産
・
輸
出
の
中

心
国
に
お
い
て
発
生
す
れ
ば
、価
格
上
昇
は
不
可
避
と
い
え
ま
す
。

過
去
の
経
験
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
１
９
９
３
、

９５
年
と
１
年
お
い
て
２
回
、
干
魃
・
異
常
気
象
か
ら
大
規
模
な
不

作
が
発
生
し
た
。
９３
年
の
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量

は
、
対
前
年
比
３３
％
（
７
９
０
０
万
ト
ン
）
の
減
、
９５
年
に
は
同

２７
％
（
７
０
０
０
万
ト
ン
）
の
減
と
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格

は
９５
年
春
（
ブ
ッ
シ
エ
ル
２
・
１
ド
ル
）
か
ら
９６
年
夏
（
４
・
２６

ド
ル
）
へ
と
２
倍
に
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
穀
物
価
格
の

上
昇
は
、
こ
の
よ
う
な
不
作
に
よ
る
供
給
減
に
よ
っ
て
発
生
し
た
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と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
干
魃
な
ど
の
天
候
要
因
に
よ
る
生
産
量
の
減
少
、
そ

れ
に
基
づ
く
穀
物
需
給
の
変
動→

価
格
の
上
昇
は
、
作
柄
が
平
年

作
に
戻
れ
ば
解
消
す
る
、
一
時
的
な
需
給
変
動
・
価
格
上
昇
で

す
。
９５→
９６
年
夏
へ
の
価
格
高
騰
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
９６
年

産
の
作
柄
が
順
調
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
９６
年
夏
以
降
、

反
転→

低
下
に
転
じ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
ア
メ
リ
カ
も
Ｅ
Ｕ
も
豪
州
も
、
生
産
は
通
常
に
戻

っ
て
い
ま
す
。
〇
五
年
水
準
に
戻
っ
て
い
る
の
で
す
。
全
体
を
合

計
す
る
と
〇
五
年
水
準
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
中
心
の
需
給
逼
迫
が
あ
る
の
で
、
小
麦
も
そ
の
も
と
に

置
か
れ
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
豆
は
ア
メ
リ
カ
の
作
付
減→

生
産
減
に
よ
る

表
６
は
大
豆
の
生
産
量
で
す
。

昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
大
豆
の
生
産
量
が
二
〇
％
近
く
減
少
し
た

の
で
す
。
こ
れ
が
大
豆
の
価
格
を
高
騰
さ
せ
て
い
く
契
機
に
な
っ

た
と
い
っ
て
い
い
と
思
う
の
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
生
産
増
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
生
産
減
は
大
豆
の
作
付
が
減
少
し
た

結
果
で
す
。
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
大
豆
の
作
付
が
減
少
し
た

か
と
い
う
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
が
拡
大
し
た
か
ら
で

す
。
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
で
大
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
輪
作
で
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
の
増
大
は
大
豆
の
減

少
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
豆
の
作
付
が
減
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
表
７
に
数
字
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
み
て
も
ら
え

ば
わ
か
り
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
は

二
〇
〇
六
年
よ
り
も
六
一
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
率
に
し
て
二
〇
％
な
の
で
す
。
大
豆
は
四
八
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の
耕
地
面
積
に
近
い
面
積
が
減

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
一
六
％
の
減
少
。
こ
の
大
豆
の
作

付
面
積
の
減
少
が
大
豆
生
産
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
が
ま

た
大
豆
価
格
の
高
騰
を
も
た
ら
し
た
、
さ
ら
に
促
し
た
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

価
格
高
騰
の
基
本
的
背
景

そ
こ
で
、
今
み
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、
〇
六
年
か
ら
〇
八

年
へ
の
価
格
高
騰
の
基
本
的
な
背
景
・
構
造
と
し
て
次
の
よ
う
に

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
中
心
の
原
因
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
大
量
の
エ
タ
ノ
ー
ル

使
用
で
あ
る
。
〇
六
年
度
二
、
二
四
〇
万
ト
ン
増
、
昨
年
度
二
、

六
八
〇
万
ト
ン
増
と
い
う
巨
大
な
追
加
需
要
が
発
生
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
は
今
年
度
一
億
ト
ン

を
超
え
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
世
界
生
産
の
一
三
％
に
相

当
す
る
。そ
う
し
ま
す
と
、世
界
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
八
分
の
一
、

ア
メ
リ
カ
で
生
産
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
三
分
の
一
が
エ
タ
ノ
ー

ル
、
す
な
わ
ち
、
食
料
以
外
の
燃
料
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
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表８　アメリカのエタノール生産量（億ガロン）
ガソリン燃料にしめる％指数生産量

１.３

２.７
３.７

６.２

１００
１０９
１３１
１７２
２０９
２３９
２９８
３９０

　９.０
１４.０
１６.３
１７.７
２１.３
２８.０
３４.０
３９.０
４８.６
６５.０

１９９０
１９９５
２０００
２００１
２００２
２００３
２００４
２００５
２００６
２００７

資料：RFA（再生燃料協会）
注１）１ガロン＝約３.８リットル

穀
物
需
給
の
内
容
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
食
料
需
給
」
か
ら
「
食
料

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
」
へ
シ
フ
ト
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
シ
フ
ト
に
伴
う
食
料
需
給
へ
の
圧
迫
、
食

料
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
不
安
定
化
が
価
格
の
高
騰
を
生
ん
で
い
る
基

本
的
な
原
因
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
時
期
に
発
生
し
た
の
は
全
く
偶
然
だ
と
思
う
の
で

す
け
れ
ど
も
、
豪
州
を
中
心
と
し
た
小
麦
の
二
年
続
き
の
不
作
に

よ
る
小
麦
生
産
の
減
少
、
そ
れ
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作
付
面
積

の
拡
大
に
よ
る
大
豆
面
積
の
減
少
に
よ
る
大
豆
生
産
量
の
減
少

が
、
小
麦
・
大
豆
の
価
格
の
高
騰
を
同
時
に
促
し
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中
心
と
し
た
穀
物
価
格
の

全
面
的
な
高
騰
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
新
興
国
の
経
済
成
長
が
穀
物
価
格
の
上
昇
に
お
い
て
ど

う
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、

新
興
国
の
経
済
成
長
は
、
ま
ず
は
原
油
消
費
量
の
増
大
、
原
油
価

格
の
上
昇
の
基
本
的
な
原
因
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
原
油
価
格
の

上
昇
が
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
を
促
し
、
こ
れ
を
通
し
て
穀
物

価
格
の
上
昇
に
間
接
的
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
こ
う
い
う
ぐ
あ

い
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
拡
大
の
背
景

そ
こ
で
、
中
心
の
原
因
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
タ
ノ
ー

ル
生
産
拡
大
の
背
景
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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表９　原油価格とガソリン価格
　　　　（１ガロン＝３.８リットル、１バレル＝１６０リットル）

エタノール
（ドル／ガロン）

ガソリン
（ドル／ガロン）

原油
（ドル／バレル）

２.３８
２.３８
１.８５

１.４（１０８）
１.３（１００）
１.５（１１５）
１.８（１３８）
２.３（１７９）
２.５（１９２）
２.８（２１５）
４.０（３０８）
３.５（２６９）

１０ドル台
　２２（１００）
　２２（１００）
　２８（１２７）
　３７（１６８）
　５０（２２７）
　６０（２７２）
　６７（３００）
１３０（５９０）
　８９（４００）

１９９０年代
２００１
２００２
２００３
２００４
２００５
２００６
２００７
２００８、６月
　 １０月６日

資料：ＥＩＡ（アメリカ・エネルギー情報庁）

ガ
ソ
リ
ン
燃
焼
促
進
剤
と
し
て
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用

ま
ず
、
一
番
基
礎
的
な
、
歴
史
的
に
い
え
ば
一
番
当
初
か
ら
出

て
き
て
い
る
理
由
で
す
け
れ
ど
も
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ
リ
ン
燃

焼
促
進
剤
と
し
て
使
う
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
発
端
は
一
九
九

〇
年
の
改
正
大
気
清
浄
化
法
で
す
。
こ
の
大
気
清
浄
化
法
の
改
正

に
よ
っ
て
、
改
質
ガ
ソ
リ
ン

重
量
で
二
％
以
上
の
酸
素
の
含

有
が
必
要

の
使
用
が
、
大
気
汚
染
の
激
し
い
地
域
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
か
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
か
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
特
に

夏
の
時
期
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
九
二
年
以
降
実
施
に

移
さ
れ
る
。

現
在
、こ
の
改
質
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
て
い
る
州
は
一
七
州
。七
、

五
〇
〇
万
人
が
一
七
州
に
住
ん
で
い
る
。

こ
う
い
う
改
質
ガ
ソ
リ
ン
の
た
め
に
エ
タ
ノ
ー
ル
が
使
わ
れ

る
。
ガ
ソ
リ
ン
に
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
入
し
た
も
の
を
ガ
ス
ホ
ー
ル

と
い
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
使
用
の
拡
大
が
九
〇
年

以
降
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
。

も
う
一
つ
、
改
質
剤
と
し
て
は
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇

〇
年
の
初
め
に
か
け
て
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
が
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
（
メ
チ
ー
ル
・
タ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
チ
ル
・
エ
ー
テ

ル
）
と
い
う
の
は
、
天
然
ガ
ス
か
ら
つ
く
ら
れ
る
の
で
エ
タ
ノ
ー

ル
よ
り
も
価
格
が
安
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
精
油
会
社
は
、
改

質
剤
と
し
て
主
と
し
て
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
を
使
っ
て
き
た
の
だ
け
れ
ど
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表１０　アメリカ：エタノール生産コスト
農務省K．Collins（０６年、９月）１．１ドル／ガロン
　　　　　資本コストを含まない。コーン：２．６ドル／bu。
アイオワ州立大R．Wisnor（０６年、９月）１．３ドル。
　　　　　　　　　　　　　　　　（資本コストを含む）

資料：Statment of Keith Collins, Before the US. Senate Committee on Enviroment and Public Work, Sept.6.2006

表１１　エタノール・プラント（億ガロン）
同能力建設中生産能力プラント数（各年１月）
　６.０
１７.８
６１.５
６６.２

１５
３１
７５
７７

１７.５
２３.５
３１.０
４３.４
５４.４
７２.３

　５４
　６１
　７２
　９５
１１１
１３４

２０００
２００２
２００４
２００６
２００７
２００８

資料：ＲＦＡ

も
、
こ
れ
は
発
が
ん
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
二
〇
〇
三
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
の
か
わ
り
に
エ
タ
ノ
ー
ル
が
全
面
的
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
特
に
二
〇
〇
三
年
以
降
の
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
量
の
増
大
（
表
８
）
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
改
質
剤
と

し
て
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
の
か
わ
り
と
し
て
エ
タ
ノ
ー
ル
が
使
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
入
っ
て
い
ま
す
。

原
油
価
格
の
上
昇

第
２
の
背
景
は
原
油
価
格
の
上
昇
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

表
９
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
原
油
価
格
、
右
側
に
ガ
ソ
リ
ン
の
価

格
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。

ご
ら
ん
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
九

〇
年
代
に
は
原
油
が
一
バ
レ
ル
一
〇
ド
ル
台
。
一
バ
レ
ル
は
約
一

六
〇
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
九
〇
年
代
は
一
ガ
ロ
ン

一
ド
ル
前
後
だ
っ
た
の
で
す
。
一
ガ
ロ
ン
は
約
四
リ
ッ
ト
ル
で

す
。二

〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
原
油
価
格
が
二
〇
〇
一
年
が
二
二

ド
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
一
・
四
ド
ル
。
二
〇
〇
二
年
が
、
原
油

価
格
は
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
若
干
下
が
っ

た
。
二
〇
〇
三
年
が
、
原
油
価
格
は
二
八
ド
ル
に
な
っ
て
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
は
一
・
五
ド
ル
。
二
〇
〇
四
年
が
、
三
七
ド
ル
の
一
・

八
ド
ル
。
二
〇
〇
五
年
に
な
っ
て
、
五
〇
ド
ル
と
は
ね
上
が
っ
た
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１５



の
で
す
。
そ
れ
で
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
二
・
三
ド
ル
。
二
〇
〇
六
年

が
、
原
油
が
六
〇
ド
ル
で
ガ
ソ
リ
ン
が
二
・
五
ド
ル
。
昨
年
は
、

一
年
間
平
均
す
る
と
原
油
価
格
が
六
七
ド
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
が
二
・

八
ド
ル
。
こ
と
し
は
、
六
月
で
原
油
は
一
三
〇
ド
ル
、
ガ
ソ
リ
ン

は
四
ド
ル
と
、
ガ
ソ
リ
ン
が
非
常
に
高
く
な
っ
た
の
で
す
。
現
在

（
一
〇
月
六
日
）
は
金
融
危
機
の
あ
お
り
で
原
油
価
格
が
八
九
ド

ル
に
下
が
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
三
・
五
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。ち

な
み
に
、
右
側
に
エ
タ
ノ
ー
ル
の
小
売
価
格
を
載
せ
ま
し

た
。
二
〇
〇
七
年
が
二
・
三
八
ド
ル
、
現
在
一
・
八
五
ド
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表
１０
に
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
コ
ス
ト
を
挙
げ
て
お

き
ま
し
た
。
生
産
コ
ス
ト
と
い
う
の
は
人
に
よ
っ
て
若
干
違
う
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
上
は
、
農
務
省
の
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
Ｋ
・
コ
リ
ン
ズ
が
上
院
で
証
言
し
た
と
き

の
数
字
で
す
。
二
〇
〇
六
年
時
点
で
一
ガ
ロ
ン
一
・
一
ド
ル
。
た

だ
、
こ
れ
は
資
本
コ
ス
ト
を
含
ん
で
い
ま
せ
ん
。
資
本
コ
ス
ト
を

含
む
数
字
と
し
て
は
、
同
じ
時
期
に
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
Ｒ
・

ウ
ィ
ズ
ナ
ー
教
授
が
一
・
三
ド
ル
と
い
う
の
を
出
し
て
い
ま
す
。

資
本
コ
ス
ト
を
含
ん
で
一
・
三
ド
ル
、
資
本
コ
ス
ト
を
含
ま
な

い
と
一
・
一
ド
ル
と
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
ま
で
は
、
資
本
コ
ス
ト
を
含
ま
な
い
場
合
が
一
ガ

ロ
ン
〇
・
九
五
ド
ル
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
務
省
の

レ
ポ
ー
ト
に
載
っ
て
い
る
。
大
体
こ
う
い
う
数
字
で
す
。
資
本
コ

ス
ト
が
ガ
ロ
ン
二
〇
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
に
な
る
と
思
う
。
そ
う
し
ま

す
と
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
は
資
本
コ
ス
ト
を
含
め
て
一
・
一
ド
ル

前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
の
表
９
に
も
う
一
遍
戻
っ
て
も
ら
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が

一
・
四
ド
ル
（
二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
の
は
当
然
ペ
イ
す
る
わ
け

で
、
二
〇
〇
一
年
以
降
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
エ
タ

ノ
ー
ル
の
生
産
を
す
る
と
い
う
価
格
関
係
に
な
っ
て
き
た
と
み
て

い
い
と
思
う
の
で
す
。

前
の
表
８
に
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
の
増
大
の
姿
が
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
二
〇
〇
一
年
以
降
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
量
の
増
大
に

は
、
原
油
価
格
の
上
昇
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
に
よ
る
エ
タ
ノ

ー
ル
生
産
の
拡
大
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
〇
〇

五
年
以
降
そ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
と
み
て
い
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

表
１１
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
の
状
態
を
示
し
て
い

ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
が
急
速
に
増

設
さ
れ
て
い
る
姿
が
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
原
油
価

格
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
が
動
か
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
と

思
う
の
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
化
政
策
と
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
の
設
定

最
近
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
拡
大
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
一
番
重
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要
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
化
政
策
に
よ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
混
合
の
義

務
化
と
い
う
こ
と
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
を
目
標
に
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
こ
に
お
い
て
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
（
Ｒ
Ｆ
Ｓ
）
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
Ｒ
Ｆ
Ｓ
は
Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
ｓ

Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
の
略
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
社
会
全

体
で
使
用
す
べ
き
再
生
燃
料
の
量
を
毎
年
設
定
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
Ｅ
１０
と
か
Ｅ
１５
と
ま
で
は
指
定
し
な
い
け
れ
ど
も
、
ア
メ

リ
カ
社
会
全
体
で
こ
れ
だ
け
の
再
生
燃
料
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
ガ
ソ

リ
ン
に
混
合
し
て
使
う
必
要
が
あ
る
と
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
年

に
エ
タ
ノ
ー
ル
が
消
費
さ
れ
な
け
れ
ば
、
次
の
年
に
積
み
増
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
そ
れ
が
設
定
さ
れ
た
わ
け

で
す
。

表
１２
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
に
四
〇
億
ガ
ロ
ン
。
二
〇
〇
六

年
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
量
が
四
九
億
ガ
ロ
ン
で
し
た
。
二
〇
〇

七
年
は
四
七
億
ガ
ロ
ン
。
毎
年
増
え
て
い
っ
て
、
七
年
目
、
二
〇

一
二
年
に
は
七
五
億
ガ
ロ
ン
。

こ
れ
を
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
、
す
な
わ
ち
、
社
会
全
体
と
し

て
こ
れ
だ
け
を
ガ
ソ
リ
ン
に
混
合
し
て
使
う
べ
き
量
と
し
て
設
定

し
た
の
で
す
。

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
・
安
全
保
障
法
が

昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）
の
一
二
月
に
再
度
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
私
の
み
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
プ
ラ
ン
ト
増
設

の
進
展
に
よ
っ
て
二
〇
〇
七
年
九
月
、
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
が
一
時

低
下
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
赤
字
企
業
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
一
つ
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
の
一
二
月
に
成
立
し
た
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
中
に
再

生
燃
料
使
用
基
準
量
の
か
さ
上
げ
が
入
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
推

進
し
た
の
は
議
会
の
農
業
州
の
議
員
で
す
ね
、
こ
れ
は
民
主
党
、

共
和
党
を
問
い
ま
せ
ん
。
農
業
州
の
議
員
プ
ラ
ス
大
統
領
が
再
生

燃
料
使
用
基
準
量
の
か
さ
上
げ
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

表
１２
の
真
中
側
に
二
〇
〇
七
年
法
に
よ
る
基
準
量
を
示
し
て
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
今
年
（
〇
八
年
）
は
、
二
〇
〇
五
年
法
で
は
五
四
億

ガ
ロ
ン
な
の
で
す
。
そ
れ
を
九
〇
億
ガ
ロ
ン
に
倍
増
さ
せ
た
。
左

側
の
「
通
常
」
は
エ
タ
ノ
ー
ル
で
す
。「
総
量
」
は
エ
タ
ノ
ー
ル
プ

ラ
ス
、
エ
タ
ノ
ー
ル
以
外
を
含
ん
で
い
ま
す
。
技
術
は
ま
だ
実
用

化
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
セ
ル
ロ
ー
ス
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー

ル
を
あ
る
程
度
前
提
に
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
実
用
化
し
な

け
れ
ば
エ
タ
ノ
ー
ル
で
全
量
を
賄
う
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
す
。

例
え
ば
二
〇
一
二
年
で
す
け
れ
ど
も
、
二
〇
〇
五
年
法
で
は
七

五
億
ガ
ロ
ン
の
使
用
義
務
量
を
、
エ
タ
ノ
ー
ル
だ
け
で
一
三
二
億

ガ
ロ
ン
に
し
、
総
量
で
一
五
二
億
ガ
ロ
ン
と
倍
増
さ
せ
て
い
ま

す
。
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再
生
燃
料
使
用
基
準
量
の
意
味
で
す
け
れ
ど
も
、
使
用
基
準
量

と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
政
府
が
保
証
す
る
最
低
消
費
量
と
ほ
ぼ
同

じ
だ
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
水
準

ま
で
の
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
の
た
め
の
投
資
は
、
需
要

を
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
投
資
の
失
敗
が
な
い
と
い

う
ぐ
あ
い
に
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
昨
年
の
末
か
ら
こ
と
し
春
へ
の
価
格
上
昇
は
、
こ
の

〇
七
年
法
の
成
立
に
よ
る
価
格
上
昇
と
い
う
要
素
も
中
に
は
入
っ

て
い
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
税
控
除
と
追
加
関
税

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
拡
大
の
背
景
と
し

て
も
う
一
つ
、
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
の
税
の
控
除
と
関
税
が
あ

り
ま
す
。
税
の
控
除
と
い
う
の
は
、
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
一
ガ
ロ
ン

に
つ
き
、
ガ
ソ
リ
ン
税
五
四
セ
ン
ト
／
ガ
ロ
ン
の
う
ち
五
一
セ
ン

ト
を
流
通
段
階
で
控
除
で
き
る
税
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
は
五
四
セ
ン
ト
の
税
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
使
う
場
合
に
は
、

三
セ
ン
ト
で
足
り
る
の
で
す
。
こ
れ
は
補
助
金
と
同
じ
だ
と
い
っ

て
い
い
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
農
業
法
に

お
い
て
、
五
一
セ
ン
ト
の
控
除
を
四
五
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ま
し

た
。
と
は
い
っ
て
も
、
四
五
セ
ン
ト
と
い
う
相
当
な
額
の
控
除
が

依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
関
税
が
あ
り
ま
す
。
エ
タ
ノ
ー
ル
の
本
関
税
と
い

う
の
は
二
・
五
％
の
従
価
税
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
一
ガ
ロ
ン
五

一
セ
ン
ト
の
追
加
関
税
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
合
計
し
た
も

の
を
今
年
（
〇
八
）
の
六
月
時
点
で
計
算
し
て
み
る
と
、
関
税
が

一
ガ
ロ
ン
六
〇
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の
五
一
セ
ン
ト
の
追
加

関
税
と
い
う
の
は
、
実
は
税
の
控
除
の
五
一
セ
ン
ト
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
五
一
セ
ン
ト
税
を
控
除
す
る
、
そ
の
分
を
関
税
で
と
る

と
い
う
考
え
な
の
で
す
。

穀
物
価
格
の
予
測

以
上
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
が
拡
大
し

て
き
た
の
か
と
い
う
背
景
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
再

度
価
格
の
問
題
に
戻
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省
が
〇
八
／
〇
九

年
度
に
つ
い
て
ど
う
い
う
価
格
を
予
測
し
て
い
る
の
か
を
表
１３
に

示
し
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
九
月
時
点
で
の
農
務
省
の
価
格
の

予
測
で
す
。

一
〇
月
の
、
い
わ
ゆ
る
金
融
危
機
を
受
け
た
後
の
予
測
は
ま
だ

出
て
い
ま
せ
ん
。

九
月
時
点
の
予
測
を
真
ん
中
に
書
い
て
お
き
ま
し
た
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
今
年
度
九
月
の
予
測
で
は
、
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
五

ド
ル
か
ら
六
ド
ル
の
間
、
真
ん
中
を
と
る
と
五
・
五
ド
ル
だ
と
い

う
予
測
で
す
。
だ
か
ら
、
依
然
と
し
て
高
水
準
を
続
け
る
と
い
う

予
測
な
の
で
す
。
た
だ
、
金
融
危
機
に
よ
っ
て
価
格
が
下
が
っ
て
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表１３　アメリカ農務省：農場価格の予測 （２００８年９月１０日時点）（ドル/ブッシエル）
０８年１０月8日の価格０８／０９０７／０８

４.２
６.１
９.６

５.０－６.０〈５.５〉
６.７－７.８〈７.２５〉
１１.６－１３.１〈１１.７５〉

４.３５
６.５
１０.０

コーン
小麦
大豆

資料：表２と同じ
注１）１０月：シカゴ価格

表１２　再生燃料使用基準量（ＲＦＳ）（億ガロン）
エタノール生産量２００７年法２００５年法

４９
６５

総量（コーン以
外を含む）
　９０
１１０
１３０
１４０
１５２
２０５

通常
（コーンから）

　９０
１０５
１２０
１２６
１３２
１５０

４０
４７
５４
６１
６８
７４
７５

２００６
２００７
２００８
２００９
２０１０
２０１１
２０１２
２０１５

（表１４）再生燃料使用基準量（ＲＦＳ）－２００７年エネルギ－自立・保障法－（億ガロン）
参考：２００５
年法のRFS

うち、セルロ
－ス燃料

進化バイオ
燃料（２）

通常バイオ
燃料（１）総　量年

５４ ９０　 ９０２００８
６１　　６１０５１１０２００９
６８　　１　　９.５１２０１２９.５２０１０
７４　　２.５　１３.５１２６１３９.５２０１１
７５　　５　２０１３２１５２２０１２

　１０　２７.５１３８１６５.５２０１３
　１７.５　３７.５１４４１８１.５２０１４
　３０　５５１５０２０５２０１５
　４２.５　７２.５１５０２２２.５２０１６
　５５　９０１５０２４０２０１７
　７０１１０１５０２６０２０１８
　８５１３０１５０２８０２０１９
１０５１５０１５０３００２０２０
１３５１８０１５０３３０２０２１
１６０２１０１５０３６０２０２２

注１）通常バイオ燃料：トウモロコシからのエタノ－ル
注２）進化バイオ燃料：トウモロコシからのエタノ－ル以外のバイオ燃料
資料：ＲＦＡ
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表１５　アメリカのトウモロコシ単収：１０年１４％増の予測 （トン/ha）
増加（％）２０１６０５－０７
＋１.３（１４）
＋０.２（８）
＋０.３（１１）

１０.８
　３.１
　３.１

９.５
２.９
２.８

トウモロコシ
大豆
小麦

資料：USDA，Agricultural　Baseline　Projection　to　２０１７

い
る
か
ら
、
今
（
一
〇
月
八
日
）
の
価
格
は
四
・
二
ド
ル
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
多
分
か
な
り
修
正
さ
れ
る
と
思
う
の
で

す
。小

麦
は
六
・
七
ド
ル
か
ら
七
・
八
ド
ル
の
間
、
真
ん
中
を
と
る

と
七
・
二
五
ド
ル
。
大
豆
は
一
一
・
六
と
一
三
・
一
の
間
、
真
ん

中
を
と
れ
ば
一
一
・
七
五
ド
ル
。

両
方
と
も
現
在
（
一
〇
月
八
日
）
の
価
格
を
出
し
て
お
き
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
小
麦
は
現
在
六
・
一
ド
ル
、
大
豆
が
九
・
六
ド
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
地
の
拡
大
余
地
の
有
無

金
融
危
機
が
起
こ
っ
て
価
格
が
下
が
っ
た
と
は
い
え
、
依
然
と

し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
価
格
上
昇
の
前
の
水
準
の
二
倍
を
つ
け
て

い
る
、
小
麦
や
大
豆
も
一
・
五
倍
か
ら
一
・
九
倍
を
つ
け
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
、
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
作
付
面
積
を
拡
大
す
る
展
望
は
な
い
の
か
と
い
う
論
点
が

出
て
く
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
、
今
の
ア
メ
リ
カ
に
生
産
調
整
が

な
い
の
で
す
。
九
六
年
の
農
業
法
で
生
産
調
整
を
廃
止
し
ま
し
た

か
ら
、
減
反
面
積
と
い
う
余
裕
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
大

前
提
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
点
、
前
に
大
豆
の
と
こ
ろ
で
示
し
た
（
表
７
）
ア
メ
リ

カ
の
作
付
面
積
を
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
大
変
お
も
し
ろ
い
こ

と
が
わ
か
る
の
で
す
。

主
な
作
物
九
品
目
を
私
が
全
部
集
計

し
た
も
の
で
す
。
二
〇
〇
六
年
と
二
〇

〇
七
年
で
こ
の
作
付
面
積
が
ど
う
変
化

し
た
の
か
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
三
一
三

〇
万
�
か
ら
三
七
四
〇
万
�
に
増
え

た
。
大
豆
が
三
〇
二
〇
万
�
か
ら
二
五

四
〇
万
�
に
減
っ
た
。
小
麦
が
二
二
三

〇
万
�
か
ら
二
四
二
〇
万
�
に
増
え
て

い
る
。
こ
れ
は
小
麦
の
価
格
が
上
が
っ

た
か
ら
で
す
。
綿
花
・
ソ
ル
ガ
ム
・
コ

メ
な
ど
そ
の
他
が
九
八
〇
万
�
か
ら
八

五
〇
万
�
に
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
特

に
綿
花
の
減
、
コ
メ
が
一
部
減
っ
て
い

ま
す
。
綿
花
の
減
、
コ
メ
の
減
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
か
大
豆
の
と
こ
ろ
に
い
っ

て
い
る
の
で
す
。
合
計
し
ま
す
と
、
二

〇
〇
六
年
が
九
三
二
〇
万
�
、
二
〇
〇

七
年
が
九
三
八
〇
万
�
と
ほ
と
ん
ど
変

化
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
九
、

三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
中
で
作

付
面
積
の
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ど
れ
か
が
増
え
れ
ば
ど
れ
か
が
減

る
と
い
う
構
成
な
の
で
す
。
要
は
面
積
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の
拡
大
余
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

唯
一
土
地
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
保
全
留
保
計
画
に
入

っ
て
い
る
土
地
で
す
。
こ
の
保
全
留
保
計
画
と
い
う
の
は
一
九
八

六
年
農
業
法
で
生
ま
れ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
土
壌
保
全
の
た
め

に
、
浸
食
を
起
こ
し
や
す
い
土
地
を
生
産
か
ら
一
〇
年
間
切
り
離

す
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
は
耕
作
せ
ず
に
牧
草
な
ど
を
一
〇
年

間
植
え
て
お
き
、
土
地
を
荒
れ
た
状
態
か
ら
も
と
に
戻
す
と
い
う

計
画
で
す
。
一
〇
年
間
隔
離
し
て
、
政
府
が
そ
の
近
辺
の
地
代
に

等
し
い
賃
料
を
払
い
ま
す
。
目
下
こ
れ
に
一
、
四
四
〇
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
入
っ
て
い
る
。
相
当
な
面
積
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
六
月
に
長
雨
、
そ
れ
か
ら
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
洪
水
で

生
産
が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
こ
の
保
全

留
保
計
画
に
入
っ
て
い
る
土
地
を
一
〇
年
間
の
期
間
を
待
た
ず
に

早
期
に
生
産
に
戻
し
て
く
れ
と
い
う
意
見
が
非
常
に
強
く
出
て
き

た
。
そ
れ
に
政
府
が
ど
う
対
応
し
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
環
境

保
全
の
た
め
に
政
府
が
賃
料
を
払
っ
て
生
産
か
ら
隔
離
し
て
い
る

土
地
だ
と
し
て
、
一
〇
年
間
の
契
約
が
切
れ
る
前
に
生
産
に
戻
す

こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
す
。

唯
一
、
実
行
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
が
、
特
定
の
地
域
に
お
け

る
保
全
留
保
計
画
の
土
地
の
牧
草
を
刈
る
こ
と
は
認
め
る
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
が
実
行
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
、

四
四
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
生
産
に

復
帰
し
得
る
の
が
一
七
〇
〜
二
八
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
農
務
省
の
見
方
で
す
。

今
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
政
府
は
期
限
前
の
前
倒
し
復
帰

に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
環
境
団
体
も
生
産

に
返
す
こ
と
に
関
し
て
非
常
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。

保
全
留
保
計
画
に
入
っ
て
い
る
土
地
を
生
産
に
戻
し
て
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
の
拡
大
に
寄
与
さ
せ
る
こ
と
が
仮
に
行
わ
れ
て
も
、

そ
の
復
帰
効
果
は
か
な
り
限
定
的
に
な
る
と
み
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

単
収
上
昇
の
展
望

そ
れ
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
単
収
の
今
後
の
上
昇
を
ア
メ
リ

カ
農
務
省
が
ど
れ
ぐ
ら
い
に
み
て
い
る
か
を
表
１５
に
示
し
て
お
き

ま
し
た
。

基
本
的
に
は
過
去
一
〇
年
間
の
上
昇
傾
向
が
続
く
と
み
て
い
ま

す
。
過
去
一
〇
年
間
の
上
昇
傾
向
と
い
う
の
は
決
し
て
小
さ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
そ
れ
が
続
く
と
み
て
い
ま
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
場
合
に
は
現
在
、
ヘ
ク
タ
ー
当
た
り
九
・
五
ト
ン
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
二
〇
一
六
年
に
一
〇
・
八
ト
ン
に
な
る
、
約
一
四

％
増
大
す
る
と
み
て
い
る
の
で
す
。
大
豆
が
二
・
九
ト
ン
か
ら
三

・
一
ト
ン
、
約
八
％
増
大
す
る
。
小
麦
が
ヘ
ク
タ
ー
当
た
り
二
・

八
ト
ン
か
ら
三
・
一
ト
ン
へ
、
約
一
一
％
増
大
す
る
と
。
上
昇
が

一
番
大
き
い
の
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
単
収
の
増

大
は
年
一
％
前
後
。
そ
う
す
る
と
、
単
収
の
増
は
短
期
の
大
幅
な
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生
産
増
に
は
必
ず
し
も
結
び
つ
く
よ
う
な
動
き
で
は
な
い
と
な
り

ま
す
。
い
わ
ば
、
生
産
を
短
期
に
急
増
さ
せ
る
要
因
は
ア
メ
リ
カ

の
中
に
は
乏
し
い
と
み
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

唯
一
、
生
産
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー

ド
地
帯
で
す
。
そ
こ
に
は
生
産
に
引
き
入
れ
得
る
土
地
が
相
当
数

存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
専
門
家
に

よ
り
ま
す
と
、
セ
ラ
ー
ド
と
い
う
の
は
亜
熱
帯
気
候
で
、
そ
こ
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
る
に
は
亜
熱
帯
気
候
に
適
し
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
品
種
を
開
発
し
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
の
で
す
。
大
豆
を

そ
こ
で
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、
亜
熱
帯
気
候
に
適
し
た
大
豆
の
品

種
を
ブ
ラ
ジ
ル
が
開
発
し
た
か
ら
セ
ラ
ー
ド
で
大
豆
生
産
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
そ
れ
が
な
い
か
ら
、

セ
ラ
ー
ド
で
大
々
的
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
る
の
は
ま
だ
難
し

い
と
い
う
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
生
産
を
ふ
や
し
て

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
で
は
な
く
て

ほ
か
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
な
の
で
す
。
だ
か
ら
生
産
の
拡
大
も
漸

進
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
の

見
直
し
議
論

今
ア
メ
リ
カ
で
は
、
〇
五
年
法
、
さ
ら
に
〇
七
年
法
で
拡
大
し

た
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
の
見
直
し
の
議
論
が
出
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
行
わ
れ
出
し
た
の
で
す
が
、
食
品

・
雑
貨
製
造
協
会
（G

rocery
M
an
u
factu

rers
A
ssociatio

n

）。こ
れ
に
は
コ
カ
コ
ー
ラ
と
か
全
部
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

再
生
燃
料
使
用
基
準
量
の
廃
止
な
い
し
は
現
行
水
準
で
の
凍
結
が

必
要
だ
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
々
的
に
や
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
食
品
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
六
月
に
テ
キ
サ
ス
州
知
事
が
こ
の
食
品
・
雑
貨

製
造
協
会
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
要
請

し
た
の
で
す
。
テ
キ
サ
ス
州
に
つ
い
て
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
を

現
行
水
準
で
凍
結
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
請
で
す
。
特
に

テ
キ
サ
ス
の
養
豚
業
界
か
ら
非
常
に
強
い
突
き
上
げ
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

テ
キ
サ
ス
と
い
う
の
は
メ
キ
シ
コ
人
系
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
人
た

ち
が
大
量
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
。
低
所
得
層
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
州
知
事
の
要
請
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
し
か
し
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
拒
否
さ
れ
て
も
テ
キ
サ
ス
州
知

事
は
同
じ
要
請
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
に
も
こ
れ
に
続
く
動
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
農
業
州
の
議
員
（
共
和
党
・
民
主

党
）
が
反
発
し
て
い
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
料
第
一
の
原
則
の
国
際
的
確
認
を
！

食
品
価
格
の
上
昇
で
穀
物
輸
入
を
し
て
い
る
途
上
国
に
お
い
て

ど
う
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
我
々
は
十
分
に
認
識
し

�����������������座談会 「食料料危機」―その実像をめぐって―

２２



て
い
る
こ
と
だ
か
ら
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
特
に
四

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
大
変
な
事
態
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
日

本
に
お
い
て
も
飼
料
価
格
の
上
昇
で
畜
産
経
営
者
は
厳
し
い
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
食
品
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
穀
物
に
つ
い
て
、
ま
ず
食
料
・
飼
料
を
第
一
に
す
る
と
い
う

国
際
的
確
認
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
は
っ
き

り
い
っ
た
ら
、
一
番
の
中
心
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
で
す
。
再
生
燃
料
使
用
基
準
量
を
昨
年
一
二
月
に
倍
に
し
た
こ

と
は
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

す
。数

日
前
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
本
年
度
の
白
書
を
出
し
た
。
フ
ー
ド
サ
ミ

ッ
ト
で
は
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
わ
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど

も
、「
食
料
と
農
業
の
状
態
」
と
い
う
今
年
度
の
白
書
の
中
で
は
、

こ
う
い
う
ぐ
あ
い
に
か
な
り
は
っ
き
り
い
っ
て
い
る
の
で
す
。「
バ

イ
オ
燃
料
の
混
合
義
務
化
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
に
高

い
コ
ス
ト
を
も
た
ら
し
て
い
る
」「
現
存
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
は
見

直
さ
れ
る
べ
き
」
だ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
に
つ
い

て
も
う
一
歩
踏
み
込
む
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
私

の
感
じ
で
は
、
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
比
べ
た
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
本
年
度

の
報
告
書
は
、
よ
り
は
っ
き
り
と
エ
タ
ノ
ー
ル
へ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
大
量
使
用
の
問
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、Ｅ
Ｕ
で
は
ガ
ソ
リ
ン
に
占
め
る
バ
イ
オ
燃
料
比
率
を
、

昨
年
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
％
と
設
定
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

こ
れ
を
五
％
に
半
減
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
は
見
直
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
申
し
上
げ
て
、終
わ
り
ま
す
。

司
会

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

服
部
先
生
の
ご
意
見
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
言
葉
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
の
で
す
が
、
食
料
危
機
の
第
一
の

犯
人
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

価
格
高
騰
で
あ
り
、
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
食
料
第
一
と
い
う
原
則
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
は
自
由
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
私
か
ら
最
初
に
一
つ
だ
け
意
見
を
い
っ
て
お
き
ま
す
。
エ
タ

ノ
ー
ル
化
の
問
題
の
前
に
、
原
油
価
格
高
騰
の
問
題
が
や
は
り
あ

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
原
油
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
、
い
わ
ば
か
け

合
い
漫
才
み
た
い
な
形
で
価
格
高
騰
が
相
乗
的
に
進
ん
で
い
る
事

態
を
考
え
ま
す
と
、
原
油
価
格
の
高
騰
を
抑
え
る
こ
と
が
な
い

と
、
エ
タ
ノ
ー
ル
化
は
い
つ
で
も
進
む
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
経
済
的
誘
因
が
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
が
一
つ
の
論
点
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、い

か
が
で
す
か
。

座談会 「食料料危機」―その実像をめぐって― �����������������
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服
部

そ
れ
は
当
然
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
私
は
そ
れ
は
こ
う

考
え
る
の
で
す
。
原
油
価
格
が
上
昇
し
て
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
が

拡
大
す
る
の
は
、
義
務
量
と
い
う
政
策
的
な
強
制
を
し
な
け
れ

ば
、
私
は
そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。
原
油
価
格
が

高
騰
し
た
中
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
と
の
関
係
に
お
い
て
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
コ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
採
算
が
と

れ
る
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
る
、
そ
れ
で
エ
タ
ノ
ー

ル
を
生
産
す
る
。
私
は
そ
れ
は
と
め
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
は
文
句
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
う
で
は
な
く
て
、
最
低

使
用
量
を
義
務
化
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
さ
ら
に
倍
に
さ
せ
た
と

い
う
ゲ
タ
が
入
っ
て
い
る
。
私
の
感
じ
で
は
こ
こ
で
ね
じ
曲
が
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

も
う
一
つ
の
ね
じ
曲
が
り
に
税
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ロ
ン

五
一
セ
ン
ト
と
い
う
。
で
も
、
そ
の
ガ
ロ
ン
五
一
セ
ン
ト
の
税
の

控
除
よ
り
も
、
こ
の
使
用
義
務
量
は
は
る
か
に
問
題
だ
と
思
う
の

で
す
。
今
は
ガ
ロ
ン
四
五
セ
ン
ト
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
外
し
て

原
油
価
格
と
の
関
係
だ
け
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を

つ
く
る
と
い
う
の
な
ら
、
も
う
だ
れ
も
拒
否
で
き
な
い
、
そ
こ
は

仕
方
が
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。

去
年
の
九
月
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
が
進
ん
で
、

エ
タ
ノ
ー
ル
の
価
格
も
下
が
り
出
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
あ
れ

だ
け
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上

エ
タ
ノ
ー
ル
価
格
の
上
昇
は
進
ま
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に
再
生

燃
料
使
用
基
準
量
倍
増
さ
せ
た
が
ゆ
え
に
、
先
行
き
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
需
要
が
増
え
る
と
い
う
見
通
し
で
価
格
が
さ
ら
に
上
が
っ
た
わ

け
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
こ
が
問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。

司
会

そ
の
あ
た
り
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
三
ヵ
月
、
四

ヵ
月
前
の
見
通
し
だ
と
一
五
〇
ド
ル
を
突
破
す
る
よ
う
な
勢
い
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
も
し
そ
の
ま
ま
い
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
っ

と
エ
タ
ノ
ー
ル
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

た
の
で
す
が
、
実
際
は
実
体
経
済
が
追
い
つ
い
て
い
な
く
て
、
つ

ま
り
、
原
油
価
格
自
体
が
実
需
か
ら
極
め
て
離
れ
た
…
…

服
部

高
く
な
っ
た
か
ら
消
費
が
抑
制
さ
れ
た
面
が
あ
っ
て
、

下
が
り
出
し
た
。

司
会

え
え
。
今
偶
然
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
幸
運
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
も
し
価
格
が
動
い
て
い
た
場
合
に
は
、
エ
タ
ノ
ー

ル
の
量
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
、
や
は
り
困
難
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
も
う
か
れ
ば
幾
ら
で
も
作
っ
て
し
ま
う
と
い
う
面

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

服
部

政
策
の
義
務
量
が
外
さ
れ
た
場
合
に
は
、
し
よ
う
が
な

い
と
私
は
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
何
で
あ
ん
な
税
控
除
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
。
当
然
そ
う
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
こ
は
や
は
り
義
務
量
を
外
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

外
し
て
お
い
て
、
価
格
だ
け
の
関
係
で
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ
く
っ

て
、
利
益
が
あ
る
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
ろ
う
と
な
る
の
は

と
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。
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司
会

た
だ
、
原
油
が
も
し
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
い
う

よ
う
に
、
今
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
を
基
準
と
し
た
六
〇
か
ら

七
〇
ド
ル
ぐ
ら
い
に
仮
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
は

ペ
イ
す
る
の
で
す
か
。

服
部

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
も
下
が
る
で
し
ょ
う
。

司
会

エ
タ
ノ
ー
ル
が
ペ
イ
し
ま
す
か
。

服
部

以
前
だ
っ
た
ら
、
原
油
価
格
七
〇
ド
ル
な
ら
ば
完
全
に

ペ
イ
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

司
会

し
か
し
、
そ
れ
で
本
当
に
ペ
イ
す
る
の
か
な
と
い
う
気

が
し
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
、
も
う
か
っ
て
い
る
実
態
を
知
っ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。

服
部

原
料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
圧
倒
的
だ
か
ら
。
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
価
格
と
の
関
係
で
す
。

司
会

上
が
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

服
部

上
が
っ
て
い
た
ら
だ
め
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
当
然
下

が
る
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
、
今
ま
で
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
は
物
す
ご
く
も
う
か

っ
て
い
た
。
数
年
前
に
操
業
を
始
め
た
工
場
は
、
恐
ら
く
全
部
償

却
が
済
ん
で
い
る
と
思
う
。

司
会

も
う
す
っ
か
り
も
う
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

服
部

私
の
感
じ
で
は
か
な
り
償
却
が
済
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

か
ら
、
対
応
力
、
抵
抗
力
が
逆
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
。

（
十
月
最
終
週
に
ア
メ
リ
カ
に
調
査
に
行
っ
た
折
り
、
現
在
の
エ
タ
ノ
ー
ル
産
業

の
状
態
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
農
務
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
エ
タ
ノ

ー
ル
産
業
全
体
と
し
て
は
減
っ
て
い
る
が
、
な
お
利
益
が
出
て
い
る
状
態
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。）

矢
坂

今
の
こ
と
に
関
連
し
て
。

司
会

ど
う
ぞ
。

矢
坂

こ
の
二
〇
〇
七
年
の
法
律
は
ど
の
程
度
規
制
力
が
あ
る

の
か
な
の
で
す
が
、
原
油
価
格
も
下
が
っ
て
、
し
か
し
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
あ
る
程
度
高
ど
ま
り
す
る
と
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
は
赤
字
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
も
使
用
量
を
義
務
づ
け
る
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
補
助
を
さ
ら
に
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
が
一
般

に
想
定
さ
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
。

服
部

現
在
、
ガ
ロ
ン
四
五
セ
ン
ト
の
補
助
が
あ
る
の
で
す
。

矢
坂

義
務
使
用
に
な
れ
ば
採
算
に
合
う
よ
う
な
補
助
が
要
求

さ
れ
て
い
く
の
か
ど
う
か
。

服
部

い
や
、
そ
れ
は
無
理
で
は
な
い
の
。

矢
坂

と
い
う
の
は
、
シ
カ
ゴ
の
期
近
は
下
が
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
期
先
が
五
ド
ル
か
ら
…
…
つ
ま
り
、
一
年
後
の
が
少
し
上

が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
や
は
り
こ
う
い
う
法
律
が
あ
っ

て
一
種
の
底
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
株
式
と
商

品
と
い
う
の
は
逆
の
動
き
を
し
て
い
ま
す
か
ら
…
…

服
部

期
先
の
動
き
は
、
あ
れ
は
金
利
と
か
在
庫
コ
ス
ト
の
話

だ
と
思
う
。
期
近
と
の
間
に
そ
ん
な
大
き
な
差
が
な
い
で
し
ょ

う
。
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矢
坂

ブ
ッ
シ
ェ
ル
一
ド
ル
ぐ
ら
い
で
す
。

司
会

前
は
ち
ょ
っ
と
高
か
っ
た
の
で
す
が
。

服
部

原
油
価
格
が
下
が
っ
て
く
れ
ば
当
然
エ
タ
ノ
ー
ル
価
格

も
下
が
る
の
で
す
。
さ
っ
き
示
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
二
・
三
八

ド
ル
／
ガ
ロ
ン
か
ら
一
・
八
五
に
下
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

司
会

実
際
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

服
部

金
融
危
機
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
も
対
応
し
て
五
・

九
が
四
・
二
に
下
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
前
に
比
べ
れ
ば
高
い

の
だ
け
れ
ど
も
。そ
う
い
う
関
係
に
や
は
り
動
く
と
思
う
の
で
す
。

矢
坂

期
先
が
高
い
の
は
、
在
庫
量
が
…
…

服
部

い
や
、
期
先
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
在
庫
コ
ス
ト
（
保

管
料
）
と
金
利
分
で
す
。

司
会

在
庫
っ
て
何
で
す
か
。

服
部

在
庫
コ
ス
ト
、
金
利
。
矢
坂
さ
ん
が
い
わ
れ
る
の
は
一

年
先
の
価
格
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
一
年
後
の
需
給
予

測
だ
け
で
な
く
、
そ
の
間
の
在
庫
コ
ス
ト
と
金
利
が
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
、
依
然
と
し
て
、
今
の
再
生
燃
料
基
準
量
が
あ
る
わ
け
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
の
も
入
っ
て
、
今
年
度
は
一
億
ト
ン
と
い
う

物
す
ご
い
消
費
量
を
農
務
省
は
予
測
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

は
現
在
存
在
し
て
い
る
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
を
前
提
に
し
た
量

で
も
あ
る
。
表
１１
の
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
、
そ
れ
か
ら

同
能
力
。
一
億
ト
ン
と
い
う
の
は
、
こ
の
能
力
を
前
提
に
し
た
数

字
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
時
間
の
関
係
も
あ
っ
て
説
明
し
な
か
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
も
、
二
〇
〇
八
年
一
月
時
点
で
動
い
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
が

一
三
四
、
能
力
が
七
二
億
ガ
ロ
ン
、
建
設
中
が
七
七
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
能
力
が
六
六
億
ガ
ロ
ン
。
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
と
い

う
の
は
一
年
も
あ
れ
ば
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

司
会

簡
単
な
ん
で
す
ね
。

服
部

そ
う
で
す
。
大
規
模
と
い
っ
て
も
醸
造
タ
ン
ク
が
三
つ

ぐ
ら
い
な
の
で
す
。
私
が
行
っ
た
と
こ
ろ
も
そ
う
な
の
で
す
。
従

業
員
は
全
部
合
わ
せ
て
五
〇
人
ぐ
ら
い
。
オ
フ
ィ
ス
で
三
〇
人
ぐ

ら
い
、
現
場
で
二
〇
人
。
中
小
企
業
で
す
。

建
設
中
の
も
の
は
一
年
も
あ
れ
ば
能
力
化
し
て
し
ま
う
。
二
〇

〇
八
年
一
月
の
現
能
力
と
建
設
中
の
能
力
を
合
計
す
る
と
約
一
四

〇
億
ガ
ロ
ン
で
す
。
一
四
〇
億
ガ
ロ
ン
に
対
応
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
量
は
一
億
二
、
六
〇
〇
万
ト
ン
な
の
で
す
。
そ
れ
を
読
み
込

ん
だ
価
格
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

佐
伯

エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
と
い
う
の
は
、
年
間
ど
れ
ぐ
ら

い
稼
動
し
て
い
る
の
で
す
か
。
フ
ル
操
業
で
す
か
。

服
部

フ
ル
で
す
。
休
日
な
し
で
す
。

佐
伯

そ
う
す
る
と
か
な
り
広
い
範
囲
で
集
荷
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、
ど
こ
か
に
ま
と
め
て
貯
蔵
し
て
お
く
の
で
す
か
。

服
部

い
や
い
や
、エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
に
倉
庫
は
な
い
の
で
す
。

司
会

農
家
の
中
に
あ
る
の
も
の
を
使
う
ん
で
す
ね
。
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佐
伯

そ
れ
を
計
画
的
に
も
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

服
部

日
に
ち
を
決
め
て
農
家
に
搬
入
さ
せ
る
。
だ
か
ら
エ
タ

ノ
ー
ル
工
場
に
貯
蔵
庫
が
な
い
の
で
す
。

佐
伯

だ
け
れ
ど
も
、
ど
こ
か
ら
も
っ
て
く
る
に
せ
よ
、
地
理

的
に
そ
ん
な
遠
く
か
ら
も
っ
て
く
る
の
は
む
ず
か
し
い
で
し
ょ

う
。服

部

全
部
近
辺
で
す
。
エ
タ
ノ
ー
ル
プ
ラ
ン
ト
は
生
産
地
帯

に
全
部
立
地
し
て
い
る
。
半
分
以
上
は
ア
イ
オ
ワ
州
で
す
。

佐
伯

そ
れ
で
、
も
っ
て
く
る
日
に
ち
な
り
数
量
を
決
め
る
の

で
す
か
。

服
部

私
が
行
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
は
、
一
日
一
四
〇
台
と
決
め

て
い
る
の
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
が
次
か
ら
次
へ
と
入
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。
い
わ
ば
エ
タ
ノ
ー
ル
側
に
貯
蔵
す
る
負
担
が
な
い
の
で

す
。
農
家
の
倉
庫
が
貯
蔵
庫
な
の
だ
か
ら
。

佐
伯

日
本
的
に
い
え
ば
契
約
生
産
・
計
画
出
荷
で
す
ね
。

服
部

契
約
販
売
で
す
ね
。
生
産
段
階
で
な
く
販
売
段
階
で
。

佐
伯

商
社
な
ど
の
農
外
企
業
は
介
入
し
て
い
な
い
の
で
す

か
。服

部

い
や
、入
っ
て
い
ま
せ
ん
。私
の
訪
れ
た
ア
イ
オ
ワ
州
の
プ
ラ

ト
ン
の
場
合
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

司
会

出
資
者
。

服
部

全
出
資
者
の
四
割
が
農
民
で
す
。

佐
伯

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

服
部

す
べ
て
の
農
民
が
出
資
者
で
は
な
い
で
す
よ
。

司
会

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

服
部

エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
買
い
取
り
価
格
は

農
協
と
か
商
社
よ
り
も
高
い
で
す
。
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
に
と
っ
て

は
貯
蔵
の
負
担
が
全
然
な
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
要
る
と
き
に
も

っ
て
き
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
。
高
く
買
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
農
家
に
と
っ
て
も
福
音
な
の
で
す
。

小
林

最
後
の
先
生
の
結
論
で
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
―
穀
物
：
食

用
を
第
一
に
す
る
原
則
の
国
際
的
確
認
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
い

う
の
は
、
国
際
的
に
み
る
と
確
か
に
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
い
う
と
、
エ
タ
ノ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
当
初
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
、
自
立
と
い
う
よ
う
な
点
で
す
と
か
、
穀
物
価

格
を
高
め
る
こ
と
―
―
要
す
る
に
、
需
給
を
多
様
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
需
要
を
高
め
て
、
価
格
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
家
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
結
果
的
に
は
、
農
業
保

護
と
い
う
助
成
を
減
ら
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
も
あ
る
意
味
で

は
優
位
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
非
常
に

い
い
状
況
が
現
在
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。ま

た
、
当
初
は
予
想
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ブ
ッ

シ
ュ
は
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
京
都
議
定
書

の
対
応
み
た
い
な
形
で
、
あ
る
意
味
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
一
歩
踏
み
出
す
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
か
ら
、
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食
料
と
の
競
合
と
い
う
問
題
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
に
し
て
も
、
そ
う

い
う
意
味
で
い
う
と
か
な
り
い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
。
今

後
、
民
主
党
に
な
る
か
共
和
党
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
京
都
議
定
書
、
あ
る
い
は
そ
の
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
に
は
積

極
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
い
う
と
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積

極
的
に
推
進
す
る
形
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
そ
の
場
合
、

森
林
系
の
バ
イ
オ
の
開
発
に
か
な
り
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
状

況
が
あ
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
が
い
つ
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
す
る
か
と
い
う
問
題
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
…

服
部

そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

小
林

こ
の
状
況
は
そ
ん
な
に
す
ぐ
に
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
「
は
い
」
と
い
う
よ
う
に
…
…

服
部

だ
け
れ
ど
も
、
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
人
た

ち
が
中
に
は
い
る
。

司
会

ア
メ
リ
カ
の
中
に
で
す
ね
。

服
部

そ
う
で
す
。中
に
は
い
る
。こ
の
Ｇ
Ｍ
Ａ
と
い
う
の
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
種
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
大
き
な
団
体
ら
し

い
の
で
す
。
こ
れ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
日

本
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
の
食
品
価
格
は
は
る
か
に
上
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
影
響
を
受
け
る
消
費
者
が
い
る
。
そ
れ
か
ら
テ
キ
サ

ス
州
で
す
。

司
会

畜
産
物
の
意
味
は
日
本
な
ど
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く

て
、
こ
の
部
分
は
間
違
い
な
く
飼
料
で
相
当
に
痛
手
を
こ
う
む
っ

て
い
る
面
が
あ
っ
て
。

服
部

特
に
養
豚
で
す
。

司
会

穀
物
の
と
こ
ろ
だ
け
は
い
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以

外
は
そ
う
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

服
部

こ
れ
も
時
間
の
関
係
で
触
れ
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど

も
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
水
に
つ
け
て
、

柔
ら
か
く
し
て
つ
ぶ
し
て
、
そ
れ
に
酵
素
を
入
れ
て
糖
化
す
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
結
局
、
つ
ぶ
し
た
ら
か
す
が
残
る
。
か
す
は
飼
料

に
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
か
す
と
い
う
の
は
非
常
に

繊
維
質
が
多
い
か
ら
豚
は
だ
め
ら
し
い
。
だ
か
ら
養
豚
業
界
が
悲

鳴
を
上
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
繊
維
が
多
い
か
ら
牛
に
は
い
い
。

肉
牛
業
界
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
な
い
。
テ
キ
サ
ス
州
知
事
の
要
請

の
背
景
に
は
養
豚
業
界
が
あ
る
の
で
す
。
あ
と
、
鳥
も
だ
め
ら
し

い
。
養
豚
と
鳥
で
す
。
そ
こ
が
相
当
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
。

も
う
一
つ
い
い
で
す
か
。

司
会

は
い
。

民
主
・
共
和
両
党
の
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策

服
部

こ
れ
も
時
間
の
関
係
が
あ
っ
て
い
わ
な
か
っ
た
の
だ
け

れ
ど
も
、
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策
に
つ
い
て
は
民
主
党
、
共
和
党
は
、

私
の
想
定
の
逆
だ
っ
た
。
民
主
党
、
共
和
党
が
八
月
と
九
月
に
大

統
領
候
補
を
選
ぶ
大
会
を
や
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
選
挙
綱
領
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を
決
め
た
。
そ
の
中
で
エ
タ
ノ
ー
ル
政
策＝

再
生
燃
料
使
用
基
準

量
を
み
て
い
く
と
、
オ
バ
マ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
第
二
位
の
生
産

州
・
イ
リ
ノ
イ
だ
か
ら
「
現
行
」
な
の
で
す
。

マ
ケ
イ
ン
は
違
う
。
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
マ
ケ
イ
ン
・
共
和
党

は
「
現
行
政
策
の
継
続
」
と
は
一
言
も
い
っ
て
い
な
い
。「
使
用
基

準
量
の
見
直
し
」
で
す
。
マ
ケ
イ
ン
は
も
と
も
と
そ
う
い
う
主
張

だ
っ
た
ら
し
い
。
共
和
党
の
綱
領
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
民
主
党

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
か
都
市
の
議
員
が
多
い
か
ら
、民
主
党
が「
見

直
し
」と
い
う
か
と
思
っ
た
ら
、
オ
バ
マ
は
違
う
。「
現
行
」で
す
。

や
は
り
地
元
の
イ
リ
ノ
イ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
第
二
位
の

州
）
だ
と
思
う
。

「
市
場
に
任
せ
る
べ
き
だ
、
政
府
が
入
っ
ち
ゃ
い
か
ん
、
エ
タ

ノ
ー
ル
使
用
量
を
義
務
化
し
ち
ゃ
い
か
ん
」
と
マ
ケ
イ
ン
、
共
和

党
が
い
っ
て
い
る
。
共
和
党
の
上
院
の
農
業
委
員
会
の
委
員
長
で

あ
っ
た
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ド
な
ど
も
同
じ
で
す
。
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ド
を
中

心
と
し
た
共
和
党
上
院
議
員
は
そ
う
い
う
方
向
で
動
い
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
は
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
。
市
場
に
任
せ
る

べ
き
だ
と
い
う
の
で
共
和
党
は
動
い
て
い
る
の
で
す
。
私
な
ど

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
共
和
党
が
い
っ
て
い
る
こ
と
に
は
同
感

だ
と
感
じ
た
。

司
会

逆
に
い
え
ば
、
石
油
価
格
高
騰
が
エ
タ
ノ
ー
ル
で
緩
和

さ
れ
る
、
そ
う
い
う
要
素
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

服
部

石
油
に
関
し
て
は
、
マ
ケ
イ
ン
は
「
石
油
の
増
産
」
な

の
で
す
。

司
会

環
境
と
い
う
よ
り
も
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
石
油
本

来
で
い
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
共
和
党
だ
と
思
う
の
で
す
。

石
油
業
界
が
開
発
を
進
め
る
た
め
に
は
、
石
油
価
格
が
高
く

て
、
そ
こ
で
開
発
費
を
十
分
に
確
保
で
き
て
、
全
体
と
し
て
石
油

で
自
給
率
を
上
げ
る
ほ
う
が
大
事
だ
と
。

服
部

民
主
党
が
エ
タ
ノ
ー
ル
を
強
調
す
る
の
は
、
石
油
の
発

掘
は
環
境
に
対
し
て
よ
く
な
い
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ア
ラ
ス

カ
な
ど
の
石
油
発
掘
は
環
境
に
好
ま
し
く
な
い
。
そ
こ
で
エ
タ
ノ

ー
ル
に
関
し
て
は
寛
容
に
な
っ
て
い
る
。

司
会

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

服
部

た
だ
し
、
私
の
感
じ
で
は
、
今
、
金
融
危
機
で
原
油
価

格
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
サ
ン
ド
オ
イ
ル
と

か
、
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
価
格
が
上
れ
ば
ペ
イ
す
る
わ
け
だ
か

ら
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。
メ
キ
シ
コ
湾
岸
地
帯
で
も
や
る
べ
き
な

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
精
油
会
社
が
サ
ボ
っ
て
い
る

の
で
石
油
精
製
施
設
が
足
り
な
い
。
そ
れ
も
つ
く
る
べ
き
な
の
で

す
。
共
和
党
は
そ
れ
を
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
点
に
限
っ

て
は
、
共
和
党
の
ほ
う
が
正
論
を
言
っ
て
い
る
と
思
う
。

司
会

心
情
と
し
て
は
許
せ
な
い
け
れ
ど
も
？

服
部

そ
れ
は
そ
う
。
大
統
領
選
で
民
主
党
に
勝
っ
て
も
ら
い

た
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
だ
け
は
意
外
だ
っ
た
の
で
す
。

神
山

金
融
危
機
で
株
価
は
大
暴
落
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
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と
こ
ろ
が
、
食
料
品
の
価
格
も
含
め
て
第
一
次
産
品
も
下
が
っ
て

は
い
る
が
高
ど
ま
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
続
い
た
場
合

は
、
や
は
り
バ
イ
オ
の
需
要
の
ほ
う
も
同
時
に
見
直
し
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
先
ほ
ど
の
…
…

服
部

そ
う
な
っ
て
く
る
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
る
の
だ
け

れ
ど
も
。

神
山

卵
の
価
格
な
ど
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
物

す
ご
く
上
が
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

服
部

そ
う
ら
し
い
ね
。

神
山

と
こ
ろ
が
日
本
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
な
い
。
日
本

は
価
格
転
嫁
で
き
な
い
、
牛
乳
の
価
格
な
ど
も
そ
う
で
す
よ
ね
。

そ
こ
が
ア
メ
リ
カ
の
状
況
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。司

会

ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
や
は
り
農
業
生
産
者
、
農
業

団
体
、
食
品
関
連
産
業
の
力
が
強
い
か
ら
、
あ
る
程
度
製
品
価
格

に
転
嫁
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

服
部

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
…
…

司
会

日
本
は
そ
こ
が
全
然
だ
め
で
す
。
少
な
く
と
も
製
造
業

ぐ
ら
い
し
か
で
き
て
い
な
い
。
パ
ン
屋
さ
ん
と
か
。

神
山

日
本
は
ス
ー
パ
ー
だ
よ
ね
。
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
バ

イ
イ
ン
グ
パ
ワ
ー
（
買
い
付
け
力
）
に
よ
っ
て
価
格
決
定
権
を
も

っ
た
。
ス
ー
パ
ー
が
大
量
販
売
し
や
す
い
低
価
格
に
抑
制
し
て
い

る
。

服
部

ア
メ
リ
カ
は
以
前
か
ら
貧
富
の
格
差
の
激
し
い
構
造
が

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
。
日
本
の
場
合
に
は
、
今
、
低
所
得
層
が
す

ご
く
増
え
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
低
価
格
志
向
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
日
生
協
だ
っ
て

そ
う
で
し
ょ
う
。

神
山

日
生
協
も
そ
う
で
す
ね
。

服
部

低
価
格
志
向
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
そ
れ
で
す
。

司
会

昨
日
か
今
日
か
に
、
イ
オ
ン
が
一
挙
に
こ
の
冬
に
か
け

て
食
品
価
格
を
三
割
ぐ
ら
い
下
げ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

服
部

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
低
価
格
と
い
う
の
は
す
ご
く
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
だ
。

司
会

た
だ
問
題
は
、
そ
う
い
う
や
り
方
で
ア
メ
リ
カ
経
済
は

本
当
に
回
っ
て
い
く
の
で
す
か
。
こ
れ
程
の
実
体
経
済
と
信
用
と

の
ず
れ
を
、
今
は
調
整
す
る
過
程
だ
と
思
う
の
で
す
。
石
油
の
問

題
も
同
じ
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
を
中
心
と
す

る
動
き
と
、
一
般
の
信
用
機
関
の
ほ
と
ん
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
信
用
創
造
で
…
。

服
部

ア
メ
リ
カ
は
ま
ず
金
融
シ
ス
テ
ム
を
ち
ゃ
ん
と
し
て
、

直
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
。

司
会

す
ぐ
に
直
り
ま
す
か
ね
。
簡
単
に
は
直
ら
な
い
と
思
い

ま
す
よ
。

服
部

資
本
を
注
入
し
て
立
て
直
す
以
外
な
い
の
で
は
な
い
の
。
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司
会

い
や
、
立
て
直
す
べ
き
だ
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
に
簡
単

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。

服
部

日
本
で
あ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
回
復

す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。

司
会

相
当
深
刻
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
価
格
も
相

当
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

服
部

だ
か
ら
、
そ
こ
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

司
会

非
常
に
困
難
な
状
態
で
す
ね
。
わ
か
り
に
く
い
状
態
。

服
部

日
本
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
株
価
が
大
暴
落
に
な
っ
て
い

る
。
き
ょ
う
は
ま
た
も
の
す
ご
く
下
が
っ
た
と
い
う
。

司
会

き
ょ
う
は
ど
の
ぐ
ら
い
下
が
っ
た
の
で
す
か
。

服
部

九
〇
〇
円
も
下
が
っ
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
ん
な

に
下
が
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
下
げ
の
ほ
う
が
激
し
い
も
の
ね
。

司
会

い
や
、
ア
メ
リ
カ
も
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

佐
伯

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
一
時
期
世
界
の
金
融
を
リ
ー
ド

し
た
投
資
銀
行
が
全
部
潰
れ
て
し
ま
っ
た
。

司
会

き
ょ
う
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
き
の
う
ま
で
は
そ

う
だ
っ
た
で
す
ね
。

服
部

日
本
の
株
価
の
下
げ
が
す
ご
い
。
だ
か
ら
、
金
融
危
機

の
影
響
は
徹
底
し
て
ち
ゃ
ん
と
み
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
穀
物
価
格
は
ま
だ
高
い
。
二
〇
〇
五
年

の
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
だ
か
ら
。

神
山

七
〇
年
代
初
め
の
世
界
食
料
危
機
と
い
わ
れ
た
と
き
に

も
、
や
は
り
六
〇
年
代
の
価
格
に
戻
っ
て
い
な
い
で
す
か
ら
ね
。

服
部

そ
れ
は
戻
ら
な
い
で
す
。

神
山

だ
か
ら
今
回
も
同
じ
よ
う
な
形
に
な
る
？

そ
う
で
も

な
い
で
す
か
。

服
部

い
や
、
こ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
危
機
が
今
回
だ
か
ら
。

前
回
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

神
山

そ
こ
が
問
題
で
す
よ
ね
。

服
部

七
〇
年
代
の
場
合
と
は
違
う
で
し
ょ
う
。

司
会

一
番
大
き
い
違
い
は
、
先
進
国
が
消
費
を
増
や
し
て
い

る
局
面
で
は
な
い
こ
と
で
す
。
途
上
国
の
問
題
は
基
本
的
に
同
じ

で
す
。
増
え
て
い
く
と
い
う
の
は
、
増
え
方
が
違
う
だ
け
で
あ
っ

て
、
ど
こ
が
担
う
の
か
も
違
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
増
え
て
い
る

事
実
は
全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
今
は
先
進
国
の
食
料
消

費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
局
面
に
は
な
い
で
す
よ
ね
。

神
山

七
〇
年
代
初
め
と
違
う
の
は
、
や
は
り
金
融
の
自
由
化

が
著
し
く
進
ん
で
、
そ
の
金
融
の
シ
ス
テ
ム
が
お
か
し
く
な
っ

た
。服

部

あ
の
と
き
（
七
〇
年
代
前
半
）
は
原
油
価
格
が
三
倍
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
な
ど
と
い
う
問
題
も

な
か
っ
た
か
ら
今
回
と
は
違
う
と
思
う
。

司
会

そ
れ
で
も
、
失
業
者
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
て
デ
モ
行
進
を

し
て
い
る
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

服
部

そ
れ
は
そ
う
。
社
会
保
障
制
度
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
三
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〇
年
代
は
何
も
な
か
っ
た
。

司
会

こ
こ
も
違
う
わ
け
で
す
。
や
は
り
前
の
と
お
り
に
は
な

ら
な
い
。

服
部

な
ら
な
い
。

司
会

そ
こ
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
問
題
も
一
方
で
は
あ
る
。

服
部

そ
れ
は
社
会
的
安
定
措
置
が
非
常
に
強
力
で
す
。

矢
坂

余
計
な
こ
と
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
最
近
、
中
国
の
農

業
統
計
が
修
正
さ
れ
て
、
二
〇
〇
六
年
以
降
の
農
業
生
産
の
見
方

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
生
産

が
上
方
に
、
大
豆
や
肉
類
が
下
方
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
で

は
食
料
増
産
、
農
民
の
所
得
拡
大
の
た
め
に
、
農
業
保
護
へ
転
じ

て
い
る
の
で
す
。
中
国
が
こ
の
二
、
三
年
で
穀
物
増
産
を
図
っ
て

き
た
こ
と
が
価
格
の
上
昇
を
そ
れ
な
り
に
抑
え
る
効
果
を
も
っ
た

と
思
う
の
で
す
。
中
国
の
農
業
政
策
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
の
か
ど

う
か
、
ま
だ
不
安
定
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
国
際
的
に
不
安
材
料
が
あ
ち
こ
ち
に

ま
だ
し
ば
ら
く
残
る
の
か
な
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

服
部

直
近
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
、

中
国
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

か
な
り
の
人
が
中
国
や
途
上
国
の
穀
物
消
費
の
増
大
が
主
因
だ
と

い
う
わ
け
だ
。
そ
の
理
由
と
し
て
経
済
成
長
が
あ
っ
て
、
所
得
が

増
え
て
、
肉
の
消
費
が
増
え
て
、
飼
料
・
穀
物
消
費
が
増
え
て
き

た
の
だ
と
。
た
だ
、
そ
れ
は
一
〇
年
以
上
前
か
ら
進
行
し
て
い
る

わ
け
で
し
ょ
う
。
今
突
然
、
こ
の
数
年
間
で
起
こ
っ
た
話
で
は
な

い
。
過
去
一
〇
年
間
進
行
し
て
き
た
、
い
わ
ば
漸
進
的
変
化
だ
と

私
は
思
う
。

例
え
ば
、
畜
産
物
消
費
の
増
大
に
し
た
っ
て
、
全
国
民
が
一
遍

に
そ
れ
に
移
る
と
い
う
の
で
は
な
い
と
思
う
。
や
は
り
所
得
の
高

い
人
が
そ
う
い
う
食
生
活
を
取
り
入
れ
て
い
っ
て
、
所
得
の
高
い

方
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
い
く
わ
け
で
は
な
い
の
。
私
は
食
生
活
の
変

化
と
い
う
の
は
漸
進
的
な
変
化
だ
と
思
う
。
十
数
年
間
を
か
け
て

変
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。
今
後
も
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う

い
う
も
の
と
し
て
み
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感

じ
が
す
る
。
短
期
の
変
化
の
理
由
と
し
て
、
み
ん
な
そ
れ
を
い
う

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
が
賛
成
で
き
な
い
。

途
上
国
の
経
済
成
長
と
い
う
の
は
、
全
局
面
で
原
油
が
要
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
。
ま
さ
に
原
油
の
消
費
量
を
特
に
中
国
が
ふ
や
し

て
い
っ
た
、
そ
こ
で
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
原
油
価
格

の
上
昇
が
農
産
物
、
農
業
に
ど
う
関
係
し
て
き
た
の
か
。
私
は
そ

こ
で
み
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
の
で
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
経
済

成
長
、
所
得
増
、
畜
産
物
で
み
る
と
、
そ
れ
は
短
絡
的
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
圧
倒
的
に
大
き
い
の
は
原
油
消
費

量
の
増
大
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
エ
タ
ノ
ー
ル
の
問
題
に
間
接
的
に

影
響
し
て
い
る
と
み
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

一
部
の
人
た
ち
は
、
経
済
成
長
を
畜
産
物
の
問
題
に
絞
り
過
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
矢
坂
さ
ん
が
い
っ
た
こ
と
と
ど
れ
ぐ
ら

い
か
み
合
う
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
中
国
と
い
う
の

は
政
策
に
対
す
る
供
給
拡
大
の
反
応
度
が
意
外
と
速
い
で
し
ょ

う
。例

え
ば
、
一
〇
年
前
に
、
九
三
年
、
九
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
不

作
か
ら
価
格
が
上
が
っ
た
。
あ
の
と
き
に
中
国
が
経
済
成
長
で
食

肉
の
消
費
が
増
え
て
、
国
内
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
が
上
が
っ

た
。
中
国
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
を
抑
え
た
。
た
ま
た
ま
こ
の
ふ

た
つ
が
重
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ

ン
が
「
中
国
は
こ
れ
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
が
右
肩
上
が
り
に
増

え
る
」
と
い
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
逆
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の

と
き
に
中
国
が
食
料
の
脅
威
に
な
る
と
い
わ
れ
て
、
そ
れ
で
中
国

が
対
応
し
て
、
農
産
物
価
格
支
持
水
準
を
高
め
て
、
高
め
た
ら
増

産
で
わ
っ
と
増
え
て
い
っ
た
で
し
ょ
う
。
価
格
に
対
す
る
供
給
側

の
反
応
度
は
中
国
は
高
い
と
思
う
。

そ
れ
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
だ
っ
て
、
中
国
は
今
一
億
二
、
〇
〇

〇
万
ト
ン
も
つ
く
っ
て
い
る
。
コ
メ
だ
っ
て
一
億
ト
ン
を
超
え
て

い
る
し
、
小
麦
だ
っ
て
輸
入
量
が
非
常
に
少
な
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
入
れ
ば
ど
ん
ど
ん
輸
入
は
増
え
る
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
中
国
側
の
政
策
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
が
…
。

価
格
を
上
げ
る
と
い
う
政
府
の
政
策
に
対
す
る
農
民
側
の
反
応

度
が
高
い
。
特
に
品
目
的
に
は
、
単
収
が
ま
だ
低
い
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
つ
い
て
い
え
る
。
単
収
増
で
こ
た
え
る
と
い
う
余
地
が
か
な

り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

矢
坂

私
も
本
当
に
そ
う
思
う
の
で
す
。
供
給
は
非
常
に
速
く

反
応
す
る
。

服
部

そ
う
で
し
ょ
う
。

矢
坂

た
だ
、
シ
カ
ゴ
の
価
格
と
中
国
の
穀
物
価
格
は
連
動
し

な
い
の
で
す
。
自
給
的
な
商
圏
を
も
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

中
国
は
こ
こ
二
、
三
年
、
食
糧
作
物
作
付
奨
励
金
や
優
良
種
子
へ

の
補
助
と
い
っ
た
農
業
補
助
を
増
や
し
て
い
る
。
中
国
の
農
業
保

護
政
策
が
こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
の
か
ど
う
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
終
わ
っ
て
金
融
危
機
の
影
響
を
受
け
る
な
か
で
、
こ
う
し
た

政
策
の
方
向
性
が
揺
ら
ぐ
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
。
順
調
に
い
け

ば
中
国
自
身
が
大
豆
以
外
で
輸
入
国
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
余
り

考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
農
産
物
の
供

給
が
速
く
反
応
す
る
だ
け
に
中
国
の
政
策
そ
の
も
の
が
不
安
材
料

か
な
と
。

服
部

そ
れ
は
私
で
は
な
く
て
中
国
の
専
門
家
に
い
っ
て
く
れ

な
け
れ
ば
い
か
ん
で
し
ょ
う
な
（
笑
声
）。

司
会

中
国
の
影
響
を
み
る
と
き
、
私
は
服
部
先
生
の
意
見
に

基
本
的
に
賛
成
で
す
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
漸
進
的
な
変
化
で
は
あ
る
の
だ

け
れ
ど
も
、上
層
、所
得
階
級
で
い
え
ば
非
常
に
高
い
部
分
が
我
々

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
行
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
魚
な
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ど
が
典
型
で
す
け
れ
ど
も
、
も
の
す
ご
い
高
価
な
も
の
を
要
求
し

て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
人
口
が
多
い
だ
け

に
す
ご
い
の
で
す
。
徐
々
に
で
は
な
い
要
素
が
中
国
の
一
部
に
つ

い
て
は
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
が
需
要
側
と
し
て
世
界
の
市
場
、
と

り
わ
け
魚
な
ど
の
市
場
を
攪
乱
す
る
要
素
と
し
て
巨
大
に
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
く
る
可
能
性
は
み
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

服
部

そ
う
い
う
人
た
ち
は
中
国
に
今
一
体
何
人
ぐ
ら
い
い
る

の
。司

会

一
億
人
ぐ
ら
い
い
る
と
い
う
で
し
ょ
う
。

服
部

一
億
も
い
る
の
で
す
か
。

小
林

二
億
と
も
。

司
会

い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
を
す
る
の
で
す
。
上
海
周
辺
だ
け

で

三
、
〇
〇
〇
万
人
ぐ
ら
い
は
魚
を
ど
ん
ど
ん
食
べ
る
人
が
い

る
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
で
す
。

服
部

二
億
人
ま
で
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

司
会

で
も
、
い
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
状
況

が
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
。
も
は
や
肉
の
問
題
で
は
な
く
て
、
お

す
し
と
か
と
い
う
形
で
…
…

服
部

も
う
肉
で
は
な
い
の
。

司
会

す
し
な
ど
で
も
と
に
か
く
高
級
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
。

日
本
に
す
し
を
食
べ
に
来
る
と
か
ね
。
今
度
は
向
こ
う
で
も
す
し

バ
ー
を
日
本
人
が
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
日
本
よ
り
も
ネ
タ
が

い
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
て
、
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
。

服
部

そ
う
い
う
人
が
一
億
も
い
る
の
か
な
、
二
億
も
い
る
の

か
な
。

小
林

沿
岸
部
だ
け
で
一
億
は
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
沿

岸
部
の
人
口
は
二
億
と
い
う
の
で
す
か
ら
。

服
部

よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
。

司
会

い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
、
〇
〇
〇
万
の
中
国
人
が
す
し

を
食
べ
た
ら
、
日
本
の
半
分
ぐ
ら
い
動
く
。
大
金
持
ち
が
い
る
か

ら
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
よ
。
漸
進
的
な
変
化
と
は
言
い
切
れ

な
い
も
の
が
攪
乱
要
因
と
し
て
出
て
く
る
こ
と
を
み
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
や
や
ぜ
い
た
く
な
も
の
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
関
し
て
は
大
変
な
状
態
に
な
る
の
か
な
と
。

そ
こ
で
、
服
部
さ
ん
が
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
聞
く
の
で
す

が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
二
〇
〇
二
年
に
初
め
て
本
格
的
に
調
査
し

た
と
き
に
び
っ
く
り
し
た
で
す
が
、
と
に
か
く
余
っ
て
い
る
か
ら

ど
う
に
か
し
よ
う
と
い
う
話
ば
か
り
現
場
で
は
い
っ
て
い
た
の
で

す
。
統
計
と
ま
た
違
う
話
な
の
で
す
。
中
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
統

計
が
あ
っ
て
、
あ
そ
こ
で
は
こ
う
い
っ
た
け
れ
ど
も
実
は
こ
う
だ

と
か
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ
の
点
で
、
バ
イ
ア
ス
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

他
方
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
関
し
て
は
中
国
は
増
産
の
可
能
性

が
相
当
あ
る
な
と
思
う
の
で
す
が
、
油
脂
用
の
大
豆
の
生
産
に
は

向
か
な
い
の
で
、
こ
れ
は
将
来
に
向
け
て
厳
し
い
な
と
。

服
部

そ
れ
は
そ
う
。
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司
会

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
が
。
そ
の
状
態
が
続
く
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
所
得
の
下
層
の
ほ
う
が
食
べ
る
と
き
に
か

な
り
油
を
使
っ
て
い
る
感
じ
で
す
よ
ね
。
今
ま
で
ラ
ー
ド
だ
っ
た

の
が
、
植
物
系
の
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
。
こ
の
点
で

の
外
国
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
が
続
く
の
か
な
と
い
う
よ

う
に
み
て
い
い
で
す
か
。

服
部

大
豆
は
も
う
そ
う
で
は
な
い
？

司
会

今
後
も
続
き
そ
う
だ
と
。

服
部

は
い
。
最
大
の
輸
入
先
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
す
。

司
会

で
は
、
私
か
ら
最
後
に
一
つ
、
二
つ
。
先
ほ
ど
服
部
さ

ん
が
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
一
番
象
徴
的
な
の
は
、
一
〇
・
八
ト
ン

と
い
う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
量
な
の
で
す
。
日
本
的
に
い
う
と
一

〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
ト
ン
で
す
ね
。

服
部

現
在
、
一
〇
・
八
ト
ン
、
ア
イ
オ
ワ
な
ど
は
達
成
し
て

い
る
。

司
会

ア
メ
リ
カ
全
体
の
…
…

服
部

全
体
の
平
均
。
こ
れ
は
大
変
な
量
で
す
よ
。

司
会

日
本
で
飼
料
用
米
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
中
で
単
収

水
準
が
議
論
の
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
既
に
一
ト
ン
の
大
台
に
い
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。

そ
の
上
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
は
エ
タ
ノ
ー
ル

化
に
果
た
す
役
割
が
違
う
か
な
と
思
っ
て
。

服
部

全
然
違
う
。

司
会

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
に
は
穀
物
で
す
か
ら
保
存
性
が

あ
る
の
で
す
。
一
年
、
二
年
、
三
年
は
も
つ
、
劣
化
も
ほ
と
ん
ど

し
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
エ
タ
ノ
ー
ル
に
切
り
か
わ
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
本
体
は
そ
の
よ
う
に
も
つ

わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
何
期
作
が
で
き
る
と
い
う
有
利
性
は

あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
本
体
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同

じ
よ
う
に
保
存
性
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ほ
か
の
も
の
と
代
替
性
が

あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
砂
糖

と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
砂
糖
の
価
格
と
エ
タ
ノ
ー
ル
の
価
格
を
み
な
が

ら
も
う
け
る
方
針
で
臨
ん
で
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
中

で
は
、
圧
倒
的
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
軍
配
が
上
が
る
す
ご
さ
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
の
点
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

服
部

私
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
食
料
第
一
の
原
則
を
い

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
食
料
第
一
に
と
い
う
の
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
穀
物
で
す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
中
に
入
れ
て
い
な
い
。

司
会

そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

服
部

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
つ

く
っ
て
い
る
の
は
い
い
と
思
う
。

司
会

も
っ
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
。

服
部

あ
る
意
味
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
は
無
理
し
て
い
な
い
わ
け
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だ
。
そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
に
関
し
て
先
入
観
が
あ
る
か

ら
、
熱
帯
雨
林
を
切
っ
て
そ
こ
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
つ
く
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

司
会

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
が
。

服
部

そ
れ
は
違
う
わ
け
だ
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

と
か
海
岸
地
帯
で
つ
く
っ
て
い
る
。
熱
帯
雨
林
地
帯
の
問
題
で
は

な
い
。

そ
れ
か
ら
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
場
合
に
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
は

違
っ
て
、
糖
化
す
る
と
い
う
過
程
が
必
要
な
い
。
砂
糖
だ
か
ら
発

酵
さ
せ
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
。
だ
か
ら
コ
ス
ト
も
安
い
。

神
山

た
だ
、
最
大
の
問
題
は
谷
口
さ
ん
が
い
っ
た
貯
蔵
性
の

問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。

服
部

砂
糖
と
し
て
貯
蔵
す
れ
ば
い
い
で
は
な
い
の
。
価
格
を

み
て
、
結
果
的
に
は
砂
糖
と
エ
タ
ノ
ー
ル
が
毎
年
ほ
ぼ
半
々
で
つ

く
ら
れ
て
い
る
。

司
会

砂
糖
価
格
を
維
持
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
ね
ら
い
な

の
で
す
。

服
部

私
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
決
し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
な
い
。
今
ぐ
ら
い
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
量
な
ら
ば
サ
ト
ウ

キ
ビ
か
ら
つ
く
る
の
は
納
得
し
う
る
。

も
う
一
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
ア
メ
リ
カ
と
は
違
う
と
思
う
の
は
、

社
会
が
エ
タ
ノ
ー
ル
化
し
て
い
る
。

司
会

熱
心
で
す
よ
ね
。

服
部

ど
こ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
行
っ
て
も
、
エ
タ
ノ
ー

ル
の
ス
タ
ン
ド
が
必
ず
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
走
っ
て
い
る

車
の
ほ
と
ん
ど
が
…
…

司
会

エ
タ
ノ
ー
ル
？

服
部

エ
タ
ノ
ー
ル
を
使
え
る
と
い
う
フ
レ
ッ
ク
ス
車
な
の
で

す
。佐

伯

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
石
油
は
あ
る
の
。

司
会

あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
石
油
自
給
率
は
八
七
％
（
二

〇
〇
四
年
）
ぐ
ら
い
で
す
。

佐
伯

そ
ん
な
に
あ
る
の
。

司
会

一
九
七
三
年
の
と
き
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
石
油
自
給
率
は
三

五
％
、
ア
メ
リ
カ
は
六
十
何
％
。
ア
メ
リ
カ
は
下
が
っ
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
は
開
発
し
た
の
で
す
。
ど
ん
ど
ん
油
田
を
探
し
て
と
っ
て
い

ま
す
か
ら
自
給
率
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
中

で
、
な
お
か
つ
エ
タ
ノ
ー
ル
だ
か
ら
、
政
治
的
に
は
極
め
て
レ
ベ

ル
の
高
い
長
期
的
な
戦
略
を
も
っ
て
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

服
部

輸
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

司
会

す
ご
い
の
で
す
。

服
部

そ
う
い
う
意
味
で
は
大
し
た
も
の
な
の
で
す
。

司
会

国
土
が
広
い
か
ら
。

佐
伯

ア
メ
リ
カ
の
石
油
資
本
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
？

服
部

い
や
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

司
会

か
な
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
。
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服
部

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
な
ど
は
民
族
系
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
い

わ
ゆ
る
国
際
石
油
メ
ジ
ャ
ー
も
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ
け
れ
ど

も
、
か
な
り
民
族
系
が
強
い
。

司
会

一
見
す
る
と
低
い
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
意
外
と
高

い
の
で
す
。
高
く
な
っ
た
の
で
す
。
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
や
は

り
価
格
が
上
が
っ
て
、
探
す
努
力
を
し
て
、
探
す
と
み
つ
か
る
よ

う
な
面
積
を
も
っ
て
い
る
強
さ
で
す
ね
。

佐
伯

石
油
生
産
を
拡
大
し
て
、
さ
ら
に
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
も

拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
し
て
は
絶
え
ず

輸
出
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
ね
。

服
部

ブ
ラ
ジ
ル
は
輸
出
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
相
手
に

は
日
本
も
入
っ
て
い
ま
す
。

司
会

ア
メ
リ
カ
は
ま
だ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
輸
出
能
力
は
な
い
で

し
ょ
う
。

服
部

ア
メ
リ
カ
は
な
い
で
す
。

司
会

国
内
で
使
う
の
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
か
ら
。
そ
こ
が
ブ

ラ
ジ
ル
と
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
す
ね
。

服
部

ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
タ
ノ
ー
ル
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
い
ま

す
か
ら
。

司
会

ブ
ラ
ジ
ル
は
専
ら
輸
出
と
い
う
こ
と
で
、
外
貨
を
稼
い

で
い
る
。

佐
伯

エ
タ
ノ
ー
ル
は
関
税
表
の
分
類
で
ど
こ
に
入
っ
て
い
る

の
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
食
品
で
は
な
い
で
し
ょ
う
？

司
会

食
品
で
は
な
い
…
…

佐
伯

工
業
製
品
で
す
か
。

司
会

工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
な
い
か
な
。

服
部

工
業
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
日
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
相
当
輸

入
し
て
い
る
の
で
す
。

佐
伯

今
入
っ
て
き
て
い
る
？

服
部

入
っ
て
い
ま
す
。
関
税
は
あ
る
の
で
す
。

佐
伯

関
税
は
あ
る
け
ど
、
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
る
？

服
部

工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

司
会

だ
っ
て
車
用
で
す
か
ら
。

佐
伯

そ
れ
は
そ
う
だ
。
工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
類
の
中
に

入
っ
て
い
る
の
か
な
。

服
部

そ
う
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

司
会

清
酒
用
に
混
ぜ
る
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う
の
は
、
工
業
用

で
は
な
く
て
普
通
に
食
品
の
？

服
部

そ
れ
は
食
品
で
し
ょ
う
。

司
会

入
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
ま
さ
か
一
緒
だ
っ

た
り
し
た
ら
…
…
流
用
き
い
て
し
ま
う
な
（
笑
声
）。だ
か
ら
、
混

ぜ
て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
。

服
部

報
告
で
は
い
わ
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

の
大
気
汚
染
が
ひ
ど
い
地
域
で
改
質
ガ
ソ
リ
ン
と
い
う
の
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
最
近
私
は
び
っ
く
り
し
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
と
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
二
州
内
で
は
エ
タ
ノ
ー
ル
の
一
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〇
％
混
入
を
義
務
づ
け
る
ら
し
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
大
気
汚
染

の
激
し
い
夏
を
中
心
に
し
て
改
質
ガ
ソ
リ
ン
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
の
話
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
動
き
も
一
方
で
あ
る
の
で
す
。

佐
伯

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
州
ご
と
に
法
律
が
違
う
か
ら
そ
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
州
を
移
動
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
。

服
部

州
で
売
る
側
に
つ
い
て
の
問
題
だ
か
ら
。
い
い
の
で
す

よ
。司

会

た
ば
こ
だ
っ
て
、
あ
っ
ち
で
買
っ
て
き
て
こ
っ
ち
で
吸

う
。
こ
こ
の
州
で
売
っ
て
い
な
い
だ
け
で
、
吸
う
の
ま
で
は
禁
止

で
き
な
い
。

佐
伯

そ
う
い
う
法
体
系
は
日
本
人
に
は
想
像
で
き
な
い
ね
。

司
会

そ
う
で
す
よ
、
先
生
。
大
変
な
こ
と
で
す
よ
。
日
本
で

も
禁
煙
の
場
所
で
は
売
っ
て
な
い
か
ら
ほ
か
で
買
っ
て
き
て
吸
っ

て
い
る
。

後
半
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
服
部
先
生
に
報
告
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。た
だ
、我
々
が
座
談
会
を
計
画
し
た
と
き
に
は
、

こ
れ
ほ
ど
の
金
融
市
場
危
機
と
こ
の
議
論
が
絡
む
と
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
き
ょ
う
の
議
論
の
ま
ま
今
後
も
進
ん
で

い
く
状
態
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。
服
部
先

生
は
報
告
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
一
〇
月
の
一
番
新
し
い
段
階
と
い

う
こ
と
で
微
妙
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ

き
ま
し
た
。
も
う
少
し
見
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
国
内

で
あ
る
程
度
き
ち
ん
と
し
た
自
給
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事

な
時
代
に
入
り
出
し
た
感
じ
が
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
考
え
方
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
て
き
て
い

る
の
か
な
と
い
う
あ
た
り
を
私
の
勝
手
な
ま
と
め
に
し
て
、
き
ょ

う
の
座
談
会
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１
、
は
じ
め
に

加
工
食
品
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
市
場
の
成
熟
化
、
少

子
高
齢
化
に
と
も
な
う
消
費
の
縮
小
化
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
背
景
に
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
企
業
に
は
こ
の
よ
う

な
経
営
環
境
下
で
競
争
優
位
を
確
保
し
、
経
営
の
継
続
的
発
展
を

導
く
新
製
品
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
企
業
は
自
社

製
品
のp

rod
u
ct
life

cy
cle

（
以
下
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
省
略
す
る
）
を

予
測
し
、
主
体
的
に
対
処
し
速
や
か
に
適
応
あ
る
い
は
対
応
す
る

製
品
革
新
を
遂
行
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
先
駆
者
利
潤
を
追
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
製
品
革
新
を
遂
行
す

る
企
業
行
動
は
、
こ
れ
を
大
衆
消
費
に
向
け
て
の
需
要
創
造
を
行

い
、
新
し
い
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま

で
加
工
食
品
市
場
の
成
長
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
主
導
に
よ
り
、

特
に
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
と
ラ
イ
バ
ル
企
業
に
よ
る
飽
く
な
き
新
製

品
開
発
、
品
質
改
良
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
自
社
製
品
の
市
場
で

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
獲
得
・
維
持
す
る
た
め
に
、
製
品
コ
ン
セ

プ
ト
お
よ
び
販
売
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
、
大
手
加
工
食
品
企
業

に
よ
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
展
開
さ
れ
、
市
場
の
開
拓
・
創
造
が
な
さ

れ
て
き
た
。
加
工
食
品
企
業
の
新
製
品
開
発
の
ス
タ
ン
ス
は
、
主

に
、
多
様
化
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
か
ら
な
る
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
対
応
し
た
、
メ
ー
カ
ー
主
導
に
よ
る
特
徴
あ
る
製
品
の
提
供
を

追
求
す
る
製
品
コ
ン
セ
プ
ト
お
よ
び
消
費
者
に
自
社
製
品
の
購
入

を
強
調
し
た
販
売
コ
ン
セ
プ
ト
を
起
点
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
加
工
食
品
企
業
に
よ
る
マ
イ
ナ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
に
過
ぎ
な
い

改
良
製
品
の
継
続
的
販
売
に
よ
る
食
品
増
殖
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮

化
を
一
層
早
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
後
半

の
加
工
食
品
市
場
で
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
新
製
品
が
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
川
下
の
大
手
小
売
業

と
、
川
上
の
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開
発
と
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

イ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
共
同
開
発
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
商
品
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
近
年
の
加
工
食
品
市
場

に
お
け
る
Ｐ
Ｂ
商
品
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

加
工
食
品
市
場
に
み
る
Ｐ
Ｂ
商
品

日
本
大
学
教
授

木
島

実
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２
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
理
論
と
マ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

加
工
食
品
市
場
は
、
一
九
五
五
年
代
前
半
に
登
場
し
た
ス
ー
パ

ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
と
共
に
、
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成

し
て
き
た
。
一
方
、
大
手
加
工
食
品
企
業
は
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

の
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
販
売
の
重
要
性
と
、
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
は
じ
め
と
し
た
広
告
の
機
能
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ

と
を
見
極
め
、
４
Ｐ
（p

rod
u
ct
p
lace

p
rom
otion

p
rice

）

戦
略
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
よ
っ
て
、
企
業
の
継
続
的
発
展
を
可
能
に

し
て
き
た
。
マ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
時
代
に
お
け
る
加
工
食
品

企
業
の
広
告
機
能
は
、
消
費
者
の
購
買
行
動
の
絶
え
ざ
る
喚
起
を

可
能
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
導
入
期
で
は
、
新

製
品
の
試
用
を
促
進
す
る
た
め
の
販
売
促
進
（
人
的
販
売
）
活
動

や
広
告
な
ど
が
、
特
に
有
効
な
手
段
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
４

Ｐ
戦
略
に
お
け
る
販
売
促
進
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
戦
略
と
し
て

展
開
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
理
論
で
は
、
新
製
品
の
市
場
導
入
期
に
は
飛
躍
的
な

売
上
げ
を
示
し
、
市
場
を
拡
大
す
る
が
、
年
次
の
経
過
と
と
も
に

新
製
品
も
次
第
に
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
み
る
成
熟
期
を
迎
え
る
（
図
１
）。そ

の
場
合
、
個
々
の
ブ
ラ
ン
ド
製
品
は
独
自
の
短
い
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
た
ど

る
が
、
そ
れ
ら
の
製
品
の
集
合
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
み
る
と
、

そ
れ
に
は
長
い
Ｐ
Ｌ
Ｃ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

図１ ブランド、カテゴリーのPLC概念図
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る
。
こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
各
段
階
に
対
応
し
て
、
メ
ー
カ
ー
は

そ
れ
に
見
合
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
模
索
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
と
く
に
成
熟
期
か
ら
衰
退
期
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
製
品
に

対
し
て
は
、
製
品
特
性
の
改
良
、
新
た
な
製
品
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

の
維
持
・
開
拓
、
包
装
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
変
更
な
ど
を
行
い
、
Ｓ

字
曲
線
が
右
に
シ
フ
ト
し
、
右
上
が
り
の
期
間
が
で
き
る
だ
け
長

く
続
け
る
よ
う
に
努
め
る
。
し
か
し
、
既
存
製
品
の
延
長
線
上
に

あ
る
よ
う
な
製
法
革
新
に
よ
る
製
品
改
良
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

展
開
で
は
、
近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
環
境
の
変
化
に
伴

う
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し
て
は
限
界
が
あ
り
、
市
場
で
は

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮
化
が
加
速
し
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
製
品
に
代
わ
る
新

製
品
が
継
続
的
に
投
入
さ
れ
、
食
品
の
増
殖
を
招
く
こ
と
と
な
っ

た
。３

、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮
化

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
背
景
と
し

て
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
進
歩
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
加
工
食
品
企
業
の
新
製
品
開
発
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
小
売
店

舗
に
お
け
る
自
社
製
品
の
陳
列
棚
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
を
継
続
的
に
維
持
す
る
た
め
に
、
既
存
製
品
の
延
長
線

上
に
あ
る
よ
う
な
製
品
改
良
に
と
ど
ま
っ
た
程
度
の
新
製
品
が
開

発
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
製
法
革
新
に
よ
る
製
品
開
発
が
展

開
さ
れ
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
を
始
め
と
し
た

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
進
歩
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｐ

Ｏ
Ｓ
の
デ
ー
タ
は
小
売
店
に
と
っ
て
、
日
常
的
な
店
舗
運
営
や
マ

ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
情
報
と
し
て
活
用
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
店
舗
に
お
け
る
一
定
期
間
の
、
一
定
の
売
り

上
げ
が
達
成
で
き
た
�
売
れ
筋
商
品
�
の
発
見
と
達
成
で
き
な
い

�
死
に
筋
商
品
�
を
カ
ッ
ト
す
る
た
め
の
判
断
デ
ー
タ
と
し
て
利

用
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
市
場
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
「
二
〇
〇
六
年
三
月
・

四
月
二
ヶ
月
の
発
売
数
約
二
〇
〇
種
類
、
半
年
後
に
残
っ
て
い
る

の
は
一
割
も
な
い
。
飲
料
に
限
ら
ず
、
発
売
日
か
ら
四
週
目
に
は

取
扱
店
が
全
体
の
六
割
ま
で
落
ち
込
む
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
」

状
況
に
あ
り
、
ま
た
即
席
麺
市
場
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
「
コ
ン
ビ
ニ
の
棚

に
並
ぶ
カ
ッ
プ
め
ん
の
新
製
品
は
週
に
二
品
。
多
い
時
で
も
四

品
。
こ
の
陳
列
棚
の
ス
ペ
ー
ス
を
大
手
企
業
五
社
が
確
保
す
る
よ

う
に
競
っ
て
」
お
り
、「
即
席
め
ん
市
場
で
は
発
売
初
日
と
二
日
目

に
売
上
げ
が
伸
び
な
い
と
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
翌
週
に
も
陳
列
棚
か

ら
排
除
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
１）

。
こ
の
よ
う
に
店
頭
に

お
け
る
陳
列
商
品
が
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

�
売
れ
筋
商
品
�
と
�
死
に
筋
商
品
�
に
峻
別
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
商
品
の
定
着
率
を
低
下
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮
化
）
さ
せ
、
商
品

に
よ
っ
て
は
二
〜
三
週
間
で
店
頭
か
ら
姿
を
消
す
商
品
が
み
ら
れ

る
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｌ
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Ｃ
が
短
縮
化
傾
向
に
あ
る
今
日
の
加
工
食
品
市
場
で
は
、
製
品
改

良
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
製
品
の
販
売
に
よ
る
市
場
の
活
性
化
に

は
限
界
が
あ
り
、
企
業
に
は
製
品
革
新
に
よ
る
あ
ら
た
な
Ｐ
Ｌ
Ｃ

の
波
を
創
造
す
る
よ
う
な
画
期
的
な
新
製
品
の
開
発
、
新
し
い
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
創
造
す
る
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
革
新
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

４
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
に
み
る
新
製
品
開
発
と
Ｐ
Ｂ
商
品

一
九
九
〇
年
代
後
半
の
加
工
食
品
市
場
で
は
、
消
費
者
の
購
入

時
点
で
買
い
物
情
報
を
迅
速
に
捉
え
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
普
及

に
よ
り
、
こ
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
新
製
品
開
発
、
有
効

な
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
が
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
川
下

で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
を
理
解
し
、
消
費
者
に
喜

ば
れ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｖ
Ｓ
や
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
川
下
で
収
集
で
き
る
消
費
者
情
報
は
、
品
揃
え
や
製
品

開
発
を
す
る
う
え
で
の
意
思
決
定
に
と
っ
て
有
益
な
材
料
で
あ

り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
基
本
と
す

る
Ｃ
Ｖ
Ｓ
と
の
戦
略
的
提
携
に
よ
る
共
同
開
発
が
、
一
部
の
加
工

食
品
業
界
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
製
品
開
発
は
、
本

来
、川
上
の
加
工
食
品
企
業
が
行
う
活
動
で
あ
る
が
、近
年
で
は
、

川
下
の
大
手
小
売
業
が
製
品
開
発
に
参
画
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

表１ 大手メーカーに製造委託したセブンプレミアム
商品(PB商品）の例

注）同等のNB商品はイトーヨーカ堂などでの実勢価格。�は容量や仕様の面で比較可能なNB商品。
資料）『日経MJ』日本経済新聞社、２００８年６月１３日付より。
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て
い
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
小
売
業
の
大
規
模
化
と
同
時

に
、
大
手
小
売
業
は
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
消
費
者
の
購
買
行
動
に
関

す
る
消
費
者
情
報
を
直
接
、
収
集
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
有
利
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
小
売
業
な
ど
の
流
通
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
商
品
の

機
能
や
品
質
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
ド
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
決
定
す
る
商
品
を
自
主
企
画
商
品
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ

ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｂ
）
商
品
と
よ
ん
で
い
る
（
表
１
）。こ
れ
に
対
し
て
、

製
造
業
者
が
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
も
っ
て
い
る
商
品
を
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｂ
）
商
品
と
よ
ん
で
い
る
。

即
席
麺
市
場
の
場
合
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
Ｎ
Ｂ
商
品
は
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
量
販
店
や
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
導
入
さ
れ
た
Ｐ
Ｏ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
結
果
、

定
番
商
品
の
定
着
率
が
低
下
（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
短
縮
化
）
し
、
一
九
八

〇
年
以
前
に
開
発
さ
れ
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
製
品
の
製
品
改
良
品
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
商
品
を
中
心
と
し
た
製
品
開
発
に
よ
り
、
即
席
麺

市
場
に
お
け
る
ア
イ
テ
ム
数
は
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
に
も
の
ぼ
り
、

店
頭
で
は
売
り
場
ス
ペ
ー
ス
の
獲
得
競
争
、
値
引
き
販
売
競
争
、

商
品
の
供
給
過
剰
に
伴
う
ロ
ス
問
題
な
ど
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
限
ら
れ
た
売
り
場
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
煩
雑
さ
が
生
じ
る
一
方
、
新
製
品
の

定
着
率
が
さ
ら
に
低
下
し
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
か
ら
は
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て

魅
力
的
な
製
品
開
発
へ
の
企
業
努
力
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
市
場
構
造
の
な
か
で
Ｃ
Ｖ
Ｓ
を
主
要
な
販

売
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
き
た
ス
ナ
ッ
ク
麺
市
場
で
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー

タ
か
ら
顧
客
の
購
買
行
動
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
生
活
シ
ー
ン
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｖ
Ｓ
が
、
製
品
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
Ｐ
Ｂ
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
２）

。

日
経
Ｍ
Ｊ
が
行
っ
た
「
第
四
一
回
日
本
の
小
売
業
調
査
」
に
よ

る
と
３）

、
四
四
九
社
の
う
ち
「
Ｐ
Ｂ
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
企
業
は
全
体
で
六
九
・
五
％（
三
一
二
社
）で
あ
り
、

特
に
地
域
ス
ー
パ
ー
で
は
九
割
超
が
Ｐ
Ｂ
商
品
を
販
売
し
て
い

る
。
生
協
も
約
八
六
％
と
比
率
が
高
い
。
し
か
し
、
売
上
高
に
占

め
る
割
合
は
ま
だ
低
く
、
Ｐ
Ｂ
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
企
業
の

う
ち
、
四
割
強
が
九
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
原
材

料
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
Ｐ
Ｂ
商
品
の
優
劣
が
競
争
力
に
直
結
す

る
と
考
え
る
企
業
は
多
い
。
Ｐ
Ｂ
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
答

え
た
企
業
三
一
二
社
の
う
ち
、
六
割
超
の
一
九
五
社
は
今
後
も
Ｐ

Ｂ
商
品
を
「
増
や
す
」
と
答
え
て
お
り
、
Ｐ
Ｂ
商
品
を
減
ら
す
と

回
答
し
た
企
業
は
八
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ｂ
商
品
を
増
や
す

理
由
と
し
て
は
「
同
業
他
社
と
差
別
化
す
る
た
め
」
が
約
七
割
と

も
っ
と
も
多
い
。
メ
ー
カ
ー
の
営
業
費
や
広
告
費
を
削
減
し
て
売

価
を
下
げ
て
い
る
分
、
小
売
り
側
の
粗
利
益
率
が
高
ま
る
の
も
Ｐ

Ｂ
商
品
の
特
徴
で
あ
る
。「
会
社
の
利
益
向
上
の
た
め
」
に
Ｐ
Ｂ
商

品
を
増
や
す
と
回
答
し
た
企
業
も
七
割
近
く
に
達
し
た
。
強
化
す
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る
商
品
分
野
と
し
て
は
、
加
工
食
品
（
四
七
・
七
％
）、日
配
品
・

惣
菜
（
四
一
％
）、家
庭
用
品
・
日
用
雑
貨
（
四
〇
％
）
を
あ
げ
る

企
業
が
多
か
っ
た
。
消
費
者
の
価
格
志
向
は
根
強
い
だ
け
に
、
今

後
は
Ｐ
Ｂ
を
軸
と
し
た
業
界
再
編
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

小
売
業
者
な
ど
の
流
通
業
者
に
よ
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

は
、
製
品
開
発
段
階
に
お
い
て
Ｃ
Ｖ
Ｓ
な
ど
の
小
売
業
者
が
参
画

す
る
新
し
い
新
製
品
開
発
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
新
製
品
開
発
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
Ｐ
Ｂ
商
品
の
開

発
、
販
売
は
、
そ
こ
に
参
画
し
て
い
る
加
工
食
品
企
業
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
手
小
売
業
が
自

由
に
設
定
す
る
オ
ー
プ
ン
価
格
で
Ｐ
Ｂ
商
品
の
販
売
を
始
め
た
こ

と
に
よ
り
、小
売
業
に
よ
る
建
値
制（
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
）

を
無
視
し
た
日
常
的
な
値
引
競
争
に
よ
り
、
建
値
制
は
形
骸
化
し

Ｎ
Ｂ
商
品
の
販
売
動
向
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ

ン
価
格
制
の
定
着
は
メ
ー
カ
ー
主
導
の
流
通
構
造
か
ら
、
小
売
主

導
の
流
通
構
造
へ
の
移
行
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

１）

『
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
六
年
五
月
。

２）

一
九
九
九
年
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
が
参
画
し
た
新
製
品
開
発
シ

ス
テ
ム
は
、
即
席
麺
市
場
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
大
手
即
席
麺
メ
ー

カ
ー
数
社
に
新
製
品
の
共
同
開
発
を
提
案
し
、
そ
の
新
製
品
が
当
時
の

「
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
」
ブ
ー
ム
を
背
景
と
し
て
誕
生
し
た
ブ
ラ
ン
ド
名

�
ラ
ー
メ
ン
の
王
道
�
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
製
品
の
共
同

開
発
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
の
チ
ー
ム
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
（
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

３）

『
日
経
Ｍ
Ｊ
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
六
月
。
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編
集
後
記

こ
こ
数
年
、
空
前
の
エ
タ
ノ
ー
ル
増
産
で
わ
が
世
の
春
を
謳
歌

し
た
米
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
農
家
。
ど
う
や
ら
原
油
価
格
の

軟
調
の
兆
し
の
も
と
、
最
近
で
は
一
時
の
ブ
ー
ム
に
陰
り
が
見
え

始
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

原
油
高
を
背
景
に
、
石
油
の
代
替
燃
料
と
し
て
こ
こ
数
年
脚
光

を
浴
び
続
け
て
き
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
。
主
要
国
間
で
生
産
拡

大
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
が
、
一
方
で
、
本
来
食
料
や
家
畜
の

飼
料
と
な
る
べ
き
穀
物
が
燃
料
に
ま
わ
る
危
険
性
を
、
世
界
の
多

く
の
識
者
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
。
国
際
穀
物
価
格
を
急
騰

さ
せ
、
と
り
わ
け
途
上
国
の
人
々
に
飢
え
と
貧
困
の
脅
威
を
加
速

さ
せ
た
が
、
そ
の
�
暴
走
�
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
は
じ
め
た
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
地
球
資
源
は
い
わ
ず
も
が
な
有
限
で
あ
り
、
バ
イ
オ

燃
料
を
生
産
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
地
球
環
境
を
維
持
す
る
観

点
か
ら
も
重
要
だ
。
そ
の
た
め
、
日
本
政
府
は
当
初
よ
り
そ
の
原

料
に
食
料
と
競
合
し
な
い
稲
わ
ら
や
間
伐
材
、
廃
材
な
ど
の
未
利

用
資
源
を
用
い
る
こ
と
を
提
起
、
そ
の
技
術
開
発
を
す
す
め
て
き

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
�
技
術
立
国

日
本
�
こ
そ
、
そ
の
技
術
と
開
発
・
普
及
す
る
任
務
を
し
っ
か
り

担
っ
て
欲
し
い
し
、
日
本
が
果
た
す
べ
き
国
際
貢
献
と
は
、
ま
さ

に
こ
う
し
た
役
割
を
指
す
も
の
と
思
う
。

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
特
需
」
に
沸
い
た
米
国
、
そ
れ
を
煽
っ
た
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
が
終
焉
の
時
を
迎
え
、
来
春
に
も
米
国
史
上
初
の
黒

人
大
統
領
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
国
際
舞
台
に
登
場
す
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
八
年
間
は
、
発
足
間
も
な
い
〇
一
年
九
月
の

米
同
時
テ
ロ
を
受
け
、�
テ
ロ
と
の
戦
争
�
を
掲
げ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
・
イ
ラ
ク
へ
戦
火
を
拡
大
す
る
一
方
、
京
都
議
定
書
か
ら
の

離
脱
、
ま
た
、
農
業
分
野
で
は
自
国
の
農
業
に
は
手
厚
い
保
護
政

策
を
執
り
な
が
ら
、
他
国
へ
は
一
層
の
市
場
開
放
を
も
と
め
る
な

ど
そ
の
「
単
独
行
動
主
義
」
を
際
立
た
せ
、
国
際
的
な
信
頼
を
失

っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
小
泉
政
権
以
来
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に

唯
一
追
随
し
て
「
新
自
由
主
義
」
政
策
を
す
す
め
て
き
た
日
本
。

新
自
由
主
義
か
ら
の
決
別
を
掲
げ
て
大
統
領
に
な
っ
た
オ
バ
マ
氏

の
米
国
に
対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
政
治
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
未

だ
に
小
泉
時
代
へ
の
郷
愁
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
筆
者
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。

世
界
と
の
溝
を
深
め
て
き
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
替
わ
り
、
オ
バ

マ
氏
は
米
一
局
主
義
か
ら
、
国
際
協
調
主
義
に
カ
ジ
を
切
る
意
向

を
示
し
て
い
る
。
対
話
と
協
調
性
を
軸
に
貧
困
や
差
別
を
克
服

し
、
平
和
で
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
形
成
に
是
非
と
も
大
き
な

指
導
力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

（
太
田
）

４５


